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第 1 章

HD 革命 /BackUp Next
の使用開始にあたって

（動作環境・インストール・注意事項 / 制限事項）

　ここでは、HD革命 /BackUp Next の動作
環境、インストール方法、ご利用いただくにあ
たってあらかじめお読みいただきたい注意事項
や制限事項について説明しています。



Next 1 - 2

オペレーティング
システム
（いずれも日本語版）

Windows 11（バージョン 23H2）64bit 版
Windows 10（バージョン 22H2）32bit/64bit 版
※Arm 版 Windows 11/10 には対応していません。
※アドミニストレータ権限（管理者権限）が必要です。
※2024 年 3 月 1 日現在の対応 OS となります。Windows の大型アップデートについ

ての最新情報は、Web サイトでご確認ください。
※マイクロソフト社がサポートを終了したオペレーティングシステムは、本製品のサポ

ート対象外となります。Windows 8.1 においてはサポート対象外のオペレーティン
グシステムとなりますが、本製品をインストール後に起動用ディスクを作成して起動
できる環境であればバックアップ、復元を行うことができます。

コンピューター 上記のオペレーティングシステムが稼働するコンピューター
※PC/AT 互換機のみ、Macintosh（Mac）には対応していません。

メモリー Windows 11/10 64bit 版：4GB以上（8GB以上を推奨）
Windows 10 32bit 版：2GB以上

CDドライブ
CDを読み込めるドライブ
※ CD/DVD/BD メディアへバックアップを行うためには、それぞれのメディアへの書

き込みに対応したドライブが必要です。

ハードディスク・SSD 150MB以上の空き領域（インストール用として）
※このほかにバックアップファイルを保存するための空き容量が必要。

対応ファイルシステム FAT32、NTFS、exFAT
※対応ファイルシステムであっても、ダイナミックディスクの環境では使用できません。

モニター 画面解像度が 1280× 1024以上のモニター

その他

インターネット接続環境
※ Windows PE 起動用ディスクの作成、アップデータのダウンロードで使用します。そ

の他、ユーザー登録や一部ヘルプの閲覧を Web 上で行う際に必要となります。

Windows PE 起動用ディスクを作成する環境
※ CD/DVD/BD に作成するには、それぞれのメディアへの書き込みに対応したドライ

ブが必要です。
※ USB メモリーに作成するには、1GB 以上 32GB 以下の USB メモリーが必要です。
※ USB 外付けハードディスクに作成するには、「空（未割り当て）」のハードディスクが

必要です（Professional 版のみ）。

インストールして使用する場合

ご利用いただける動作環境（システム要件）
　HD革命 /BackUp Next（本マニュアルでは以降「BackUp Next」といいます）をご利用いた
だくためには、次のコンピューターハードウェアおよびオペレーティングシステムが必要です。

Point
　BackUp Next は、ハードディスクのほかに SSDも使用できますが、本マニュアルではデバイスを
区別する場合を除き「ハードディスク」または「ディスク」と記載します。
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オペレーティングシステム Windows PE を起動するため、オペレーティングシステムに依存し
ません。

コンピューター

インストールして使用する場合と同様
※ Windows PE 起動用ディスクから起動するには、コンピューターの設定変更が必要

な場合があります。
※ Windows PE 起動用ディスクを USB メモリー /USB 外付けハードディスク
（Professional 版のみ）に作成した場合は、USB 起動できる環境が必要です。

メモリー 512MB以上（ビデオメモリーと兼用の場合は 1GB以上）

CDドライブ

Windows PE 起動用ディスクをCD/DVD/BDで作成した場合、そ
れぞれのメディアに対応したドライブ
※ Windows PE 起動用ディスクを USB メモリー /USB 外付けハードディスク
（Professional 版のみ）に作成する場合は不要です。

※CD/DVD/BD メディアへバックアップを行うには、それぞれのメディアへの書き込
みに対応したドライブが必要です。

ハードディスク・SSD バックアップ、復元を行うためのハードディスク・SSD

ファイルシステム FAT32、NTFS、exFAT
※対応ファイルシステムであっても、ダイナミックディスクの環境では使用できません。

モニター 画面解像度が 1280× 1024以上のモニター

その他 ハードディスクを認識するためのドライバ
※ RAID/SCSI 環境等でハードディスク／ SSD が認識されない場合に必要です。

Windows PE 起動用ディスクから起動して使用する場合

起動デバイスの優先順位について
　最近のコンピューターの多くはCDやUSBデバイス中のOSも起動可能ですが、多くの場合、

初期状態ではハードディスクからの起動設定になっており、そのままでは起動できないことがあります。
CDやUSB デバイスからOSを起動するためには下に示した例のように、起動時にファンクションキー
を押してメニューを呼び出しデバイスの選択、BIOS と呼ばれる設定画面での設定変更などが必要です。
　ただし、起動するデバイスの変更方法はメーカーや機種に依存してさまざまであるため、その具体的な
方法は弊社ではお答えすることはできません。コンピューター付属のマニュアルやヘルプを参照するか、
ハードウェアメーカーにお問い合わせください。

● SONY VAIO SVT13119
①電源が切れている状態で「ASSIST」ボタンを
押す。

②表示されたメニューの中で「USBメモリーや
ディスクから起動」を選択する。

● DELL Vostro/OptiPlex
①電源を入れた後に BIOS が表示されるまで
「F12」キーを何度も押す。

②リストの中から、起動するデバイスを選択する。

《起動デバイスの設定例》
● NEC VALUESTAR VW770/J
①電源を入れた後に BIOS が表示されるまで
「F2」キーを何度も押す。

②BIOSのメニューで「BOOT」を選択する。
③「1st Boot」で「Enter」キーを押し、「CD/
DVD」を選択する。

④「Exit」→「Save changes and Reset」を
選択する。
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　「インストール開始」をクリックします。

BackUp Next のインストール
　インストールは、以下の手順で行います。旧バージョンの BackUp Next がインストールされ
ている場合は、アンインストールしてからインストールを始めてください。

シリアル番号は、半角英字の大文字と半角数字
で入力してください。ハイフン（－）も必要です。
（例）ABCD - E12 - FGH345JK67
受け付けられないときは、全角文字や小文字に
なっていないかどうかを確認してください。

　インストール時にタイムスライスバックアッ
プの設定を行うことができます。ここで行わな
くてもインストール後に設定することができま
す。タイムスライスバックアップについては、
Next 2-51 ページを参照してください。

　インストール後はコンピューターを再起動し
ます。

　シリアル番号を入力します。

※ Standard 版の画面には「HD
革命 /Copie」はありません。

インストール開始

シリアル番号の入力 タイムスライスバックアップの設定

再起動

1

2 4

5

❶クリック

❷シリアル番号を入力 ❸クリック

　インストール先を指定します。特に問題がな
い場合は、インストール先は変更しないでくだ
さい。

インストール先の選択3
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Ark ランチャーについて

スライド機能

　インストール後、デスクトップに「Arkランチャー」のアイコンが作成されます。Arkランチャ
ーから BackUp Nextのメイン画面や各種ツールを起動することができます。

　インストール後に製品の紹介を行うスライド機能が表示されます。「ログオン（サインイン）
時にスライド機能を表示しない」にチェックが入った状態で画面を閉じると、次回以降は表示されません。
このスライド機能は、メイン画面の「機能」メニューから呼び出すことができます。
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BackUp Next のアンインストール
　アンインストールは、以下の手順で行います。

Point
　BackUp Next は、バックアップの実行履歴や
設定ファイルを以下フォルダーに保存しています。
　隠しフォルダーとなっていますので、ファイル
を参照する場合はWindowsの「PC」画面で「表
示」メニューを開き、「隠しファイル」にチェッ
クを入れてください。

C:\ProgramData\ARK Information Systems 
Inc\HDBackUpNext

　Windows 10 では、「スタート」ボタン→「設
定」→「アプリ」と選択します。Windows 
11 では、「スタート」ボタン→「設定」→「ア
プリ」→「インストールされているアプリ」と
選択します。

● Windows 10 の場合
　Windows 10 では、アプリ一覧の中から
「HD革命 /BackUp Next」を表示して選択し
ます。下にスライドしてボタンが表示されます
ので、「アンインストール」ボタンをクリック
します。

● Windows 11 の場合
　Windows 11 では、アプリ一覧の中から
「HD革命 /BackUp Next」を表示し、右側に
ある「…」をクリックします。メニューが開き
ますので、「アンインストール」をクリックし
ます。

　アンインストールを実行するかどうかのダイ
アログが表示されますので、「はい」をクリッ
クします。
　アンインストール後は、コンピューターを再
起動してください。

アプリの選択

革命製品の選択

アンインストールの実行

1

2

4

　確認ダイアログが表示されますので、「アン
インストール」をクリックします。

アンインストールの確認3

❸クリック

❷クリック

❶クリック

❶クリック

❹クリック

❷クリック
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Windows PE 起動用ディスクの作成
　BackUp Next のArk ランチャーから、Windows PE で操作を行うための起動用ディスクを作成
することができます。ただし、Windows PE 起動用ディスクで起動した状態では作成できません。
　Windows PE 起動用ディスクは、基本的に操作を行うコンピューターで作成します。Windows 
のバージョンやbit 数が異なる他のコンピューターで作成すると、操作を行うコンピューターでは起
動できない場合があります。Windows PE 起動用ディスクを作成する環境と使用する環境に注意し
てください。

　「Windows PE 起動用ディスクの作成」が表示されます。

「Windows PE 起動用ディスクの作成」を選択1

❶クリック

　Ark ランチャーで「便利ツール」→「Windows PE 起動用ディスクの作成」とクリックします。

A

B

C
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起動用メディアの作成方法を選択2
　最初に「起動用メディアの作成方法を選択」から、Windows PE 起動用ディスクを作成する際
に必要なファイルをどこから取得するかを選択します。

　次に、Windows PE 起動用ディスクの作成先とするメディアを選択します。

起動メディアの作成先を選択3

A 各項目の詳細

◦このコンピューターの Windows 回復環境
（Windows RE）からファイルを取得して作
成（推奨）

　システムディスクに存在するWindows 回復
環境（Windows RE）から、ファイルを取得し
てWindows PE起動用ディスクを作成する方
法です。ノートPCでは、Windows ADKを使
用して作成する方法だとタッチパッドなどが動
作しないことがありますが、この方法で作成し
たWindows PE 起動用ディスクで起動すると動
作することがあります。特殊な環境でない場合
は、最も推奨される作成方法となります。ただし、
Windows 回復環境が存在しない、破損している
など環境に問題があるとこの方法は使用できませ
ん。

◦ Windows ADK のダウンロードとインス
トールを行い作成

　Windows ADK（アセスメント＆デプロイメン
トキット）とアドオンをダウンロードしてインス
トールを行い、Windows PE起動用ディスクを作
成する方法です。この方法では、インターネット
接続が必要となります。

◦作成済みの起動可能な ISO イメージファイ
ルを使用して作成

　ISOイメージファイルからWindows PE 起動
用ディスクを作成する方法です。通常は、後述の
起動用メディアの作成先で「ISOイメージファイ
ル」を指定して作成したISOイメージファイルを
指定しますが、起動可能なISOイメージファイル
であれば、他のアプリケーションで作成したもの
でも使用可能です。

▪デバイスドライバを追加
　デバイスが認識されていない場合に、Intel 
VMD（Intel RST）やネットワークアダプター用
のデバイスドライバを追加することができます。
「作成済みの起動可能な ISOイメージファイルを
使用して作成」を選択してWindows PE 起動用
ディスクを作成する場合は選択できません。
　このオプションであらかじめデバイスドライバ
を追加しておくと、Windows PE起動用ディスク
で起動後にArkランチャーからデバイスドライバ
をインストールする必要がなくなります。

◦メディアの作成先を選択
　リストの中からWindows PE 起動用ディス
クを作成したいメディア（CD-R/RW、DVD
± R/RW、BD-R/RE、USB メモリー）を選択
します。また、ISOイメージファイルとして保

B メディアの作成先とオプションの詳細

存する場合は「ISOイメージファイル」を指定
します。あらかじめ、書き込み用メディアは光
学ドライブに挿入、USBメモリーはUSBポー
トに接続しておいてください。



Next 1 - 9

USB ハードディスクを起動用ディスクとする
　BackUp Next の Professional 版は、USBハードディスクをWindows PE 起動用ディスク

とすることができますが、いくつかの注意事項・制限事項があります。

・USB ハードディスクは、パーティションが存
在しない空のハードディスク (ディスク全体が
未割り当て ) が必要です。空でない場合は作成
できませんので、あらかじめパーティションを
うべて削除してください。

・USB ハードディスクは、起動中のWindows 
環境（OS、ディスクスタイルなど）から判断
して自動的にフォーマットされるため、MBR 
環境では 2TB を超える領域が使用できません。

・USB メモリーと同様に２つのパーティション
が作成され、後方のパーティションにはバック
アップファイルを保存できます。

・一度「Windows PE 起動用ディスク」とした

　　　　Windows 回復環境からファイルを取得する
場合、CD-R/RWメディアには収まりませんの
で、DVD-R/RW、BD-R/RE メディアを使用す
るようにしてください。　　　　
起動用USB メモリーを作成する場合、1GB 
以上のUSB メモリーが必要です。4GB 以下
の場合は、チェックがついていなくても単一
パーティションとなります。

▪単一パーティションで USB メモリーを構築
する

　USB メモリーをWindows PE 起動用ディ
スクとする場合、通常は起動用のファイルが保
存される先頭のパーティション（ボリューム名：
ARKPETOOL）と、バックアップファイルを
保存できる後方のパーティション（ボリューム
名：ARKPEDATA）の 2つのパーティション
構成となります。先頭のパーティションには隠
し属性がついているため、ボリューム名とドラ
イブ文字は見えません。

チェックありで作成した USB メモリーのパーティション構成

「Windows PE 起動ディスク」作成後のディスクの状態

使用可能なＵＳＢハードディスクの状態

USB ハードディスクは、パーティションが存在
していても使用できます。後方のパーティショ
ンに存在するデータはそのまま残りますので、
製品のアップデータを適用したような場合は、
ファイル更新のため「Windows PE 起動用ディ
スクの作成」ツールで再作成を行ってください。

　このオプションにチェックすることで、従
来と同じ全体が 1つのパーティションとして
構築されます。ただし、64GB以上のUSB メ
モリーを使用した場合は、パーティション全
体がNTFS でフォーマットされてしまうため、
Windows PE 起動用ディスクから起動するこ
とはできません。
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C オプションの詳細

オプションの選択4

▪SMBv1（Server Message Block Version 1）
を有効化する

　SMB（Server Message Block）は、ファ
イルを共有するためのプロトコル（規約）です
が、脆弱性の観点から使用が推奨されなくなり
ました。しかし、古いNAS では SMBv1 を使
用していることがあり、その場合、無効のまま
ではNAS にアクセスができません。
　このオプションを使用するとWindows PE 
起動用ディスクの作成時に SMBv1 を有効にし
ますので、古いNAS にもアクセスすることが
できるようになります。

▪作成終了後、Windows ADK をアンインス
トールしない

　従来は、Windows PE 起動用ディスクの作
成終了後にWindows ADK（アドオンも含む）
を必ずアンインストールしていましたが、この
オプションを使用することでアンインストー
ルを行わないようにします。このオプション
にチェックを入れることで、毎回Windows 
ADK のインストールとアンインストールを行
うことによる問題を防ぎ、作成時間を短縮する
効果があります。

作成の開始

進捗状況の確認

5

6

　USBメモリーを指定した場合は、以下のメッ
セージが表示されます。USB メモリー内のデー
タは削除され元に戻すことはできませんので、
必要なデータが残っていないことを確認してか
ら作成を開始してください。

　Windows PE 起動用ディスクの作成中は以
下の画面が表示され、操作ごとの状況が確認で
きます。
　ただし、「回復環境」からファイルを取得し
て作成する場合はWindows ADK はダウン
ロードしないので、実際の操作を伴わないプロ
グレスバーはグレー表示となります。

　ISOイメージファイルとして保存する場合
は、保存場所を指定します。

　必要に応じてオプションを選択します。
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作業の完了7
　Windows PE 起動用ディスクの作成が完
了すると次のメッセージが表示されますので、
「OK」をクリックします。

バージョンの異なる Windows ADK

ブートイメージの再作成

バージョンの異なるWindows ADK（アセ
スメント＆デプロイメントキット） が既にインストー
ルされていると、次のようなメッセージが表示され
ます。このまま作成することは可能ですが、インス
トールされているバージョンで作成されてしまいます。
BackUp Next が指定するバージョンでWindows 
PE 起動用ディスクを作成する場合は、「いいえ」をク
リックし、インストールされているWindows ADK
とアドオンをアンインストール後に、再度作成を行っ
てください。

　「Windows PE 起動用ディスクの作成」で一度起動用
CD/DVD/BDメディアを作成すると、インストールフォル
ダーにブートイメージファイルが作成されます。次回の作成
からこのブートイメージをメディアに書き込みますので作成
時間が短くなります。ただし、製品のアップデータを適用し
た場合は、更新したファイルでブートイメージを作成し直す
必要がありますので、「はい」をクリックしてください。

　USB メモリーを作成先とした場合、途中で
「ドライブ X: をフォーマットする必要がありま
す。」とメッセージが表示されることがありま
すが、「キャンセル」をクリックし、フォーマッ
トはしないでください。
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Windows PE 起動用ディスクでコンピューターを起動
　BackUp Nextで作成したWindows PE 起動用ディスクでコンピューターを起動し、バックアッ
プ・復元を行うことができます。

　次のメッセージが表示されている間に、キー
ボードで何かキーを押します。

　起動用CDをドライブに挿入（起動用USB
メモリーとUSB ハードディスクはUSB ポー
トに接続）した状態でコンピューターを起動し
ます。

コンピューターを起動

起動の選択（CD/DVD/BD の場合）

1

2

Ark ランチャーの起動

　Ark ランチャーが起動しますので、操作を選
択します。操作手順は各機能のページを参照し
てください。
　なお、ディスクが認識されていない場合は、
左下のコラムを参照し、デバイスドライバをイ
ンストールしてください。

3

デバイスドライバのインストールと
ドライブレターの割り当て

　Ark ランチャーで、「便利ツール」→「デバ
イスドライバのインストール」と選択し、ドラ
イバ情報ファイル（inf ファイル）を　選択し
て RAID や SATA などのドライバを追加でき
ます。ディスクが認識できている場合はこの操
作は不要です。
　デバイスドライバのインストール後にデバイスが
認識されていてもドライブレターが表示されてい
ない場合は、「便利ツール」→「ドライブレターの
割り当て」と選択してください。ドライブレター
が割り当てられます。なお、この操作を行う際に
メッセージや画面は表示されません。

　　　　　Windows PE 起動用ディスクから起動でき
ない場合は、起動できるようにコンピューター
の設定を変更する必要があります。Next 1-3
ページのコラムを参考にしてください。なお、
変更方法が不明な場合は、ご使用のコンピュー
ターメーカーにお問い合わせください。

Windows PE 起動用ディスクの
制限

　Windows PE 起動用ディスクで起動して操
作を行う場合、Windows 上で操作を行う場合
と異なり、すべての機能が使用できず、以下の
機能が制限されます。
・タイムスライスバックアップ
・バックアップ時の差分、増分の選択
・スケジュールの設定
・バックアップ方式の選択
・バックアップ完了後に実行する動作のスリー
プと休止状態

・Windows PE 起動用ディスクの作成
・タスクのインポート、エクスポート
・バックアップファイル名やフォルダー名の日
本語入力

・メイン画面のメニューでグレー表示となり選
択できない機能
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BackUp Next のメイン画面
　メイン画面は、BackUp Next の各操作機能を一元管理する画面となっています。バックアップ
や復元のタスク、ログの確認のほか各種機能を呼び出し、実行することができます。

　Ark ランチャーで「バックアップ・復元」→「HD革命 /BackUp Next」を選択します。
　BackUp Next のメイン画面が起動します。

「HD 革命 /BackUp Next」を選択 ── メイン画面

メニューバー
ツールバー

●ログの表示と保存：
　ログの表示を期間や状態に応じて変更で
きます。
　「ログの保存」をクリックすることで、表
示されているログを保存できます。

●全体ログ：
　バックアップタスクの全体ログが表示されます。

●全体ログ：
　クリックすると全体ログが表示されます。

●タスク：
　バックアップ・
復元を行うと、こ
こに登録されます。

●カレンダーを表示：
　バックアップの状況を確認できま
す。
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〈バックアップタスク選択時の画面〉
　バックアップタスクを選択すると、そのタスクの個別ログが表示されます。

ツールバーの各機能

簡単バックアップ 簡単復元

　ツールバーから、バックアップ、復元の各機能を呼び出すことができます。

　簡単バックアップの操作画面を呼び出します。 　簡単復元の操作画面を呼び出します。

●バックアップの詳細：
　バックアップタスクの詳細が表示されます。

タスクを選択
●個別ログ：
　選択したバックアップタスクの個別ログが表示されます。
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詳細バックアップ

　詳細な設定を行いながらバックアップを行う
バックアップウィザードを呼び出します。

詳細復元

　詳細復元を行うための復元ウィザードを呼び
出します。

タイムスライスバックアップ

　タイムスライスバックアップの設定を行いま
す。
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メニューバーの各機能

　メニューバーでは、タスクとログに関する各操作と、設定画面を呼び出します。

「ファイル」メニュー

●サポート用ファイル出力

　このメニューを選択すると、サポートに必
要なコンフィグファイルとログファイルが圧
縮されてZIP ファイルとして出力されます。
ユーザーサポートにて要請があった場合に、
出力されたファイルを送付することで問題が
解決できる場合があります。
　なお、出力する情報に個人情報は含まれて
いません。

●タスクとログを全て初期化

　このメニューを選択すると、メイン画面上
に登録されているバックアップや復元のタス
クとログがすべて削除されます。また、設定
されているバックアップのスケジュールも削
除されます。
　ただし、作成したバックアップファイルは
削除されませんので、バックアップファイル
を直接指定して復元は可能です。
　一度初期化を行うと元の状態に戻すことは
できませんので、よく確認してから実行する
ようにしてください。

●タスクとログをインポート

　このメニューを選択すると、後述の「タス

クとログをエクスポート」で出力したファイ
ルから、タスクとログを復元することができ
ます。

●タスクとログをエクスポート

　このメニューを選択すると、メイン画面上
に登録されているバックアップのタスクとロ
グの情報をエクスポート（ファイルを出力）
することができます。

●バックアップファイルからタスクを再構成

　このメニューを選択すると、以下の画面が
表示されます。「検索」または「参照」ボタ
ンをクリックし、再構成を行いたいタスクを
追加します。ただし、タイムスライスバック
アップで作成したタスクと旧バージョンで作
成したタスクは再構成することができません。

●関連付けの再構成

　このメニューは、Windows のエクスプ
ローラーにおけるバックアップファイル
（HDBファイル）の関連付けを、インストー
ル時の状態に再設定します。バックアップ
ファイルのマウントができなくなった場合に
使用します。
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Ark ランチャーの「オプション設定」
　「設定」メニューの画面は、Ark ラ

ンチャーの「オプション設定」からも呼び出す
ことができます。

「操作」メニュー
　ツールバーのボタンと同じ「バックアップ」
と「復元」の機能を呼び出します。

「設定」メニュー
　「オプション設定」から呼び出す設定画面
でタブを指定して表示します。

「機能」メニュー
　「スライド機能」、「Welcome バックアッ
プ」、「バックアップの選択」の操作画面を呼
び出します。
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設定メニューの各機能
　「設定」メニューでは、メールの通知やバックアップの起動、表示などを設定することができます。

　「状態をメールで送信する」にチェックを入れると、このタブで設定した内容でメールを送信す
ることができます。
　ただし、メール送信機能は、プロバイダーやメールソフトによっては利用できない場合がありま
す。Windows PE 起動用ディスクで起動した場合は、Eメールの設定はできません。

E メールの設定

a

b

c

a メールアドレス
　送信元と送信先のメールアドレスを入力します。送信元と送信先が、同じメールアドレスでもか
まいません。

b サーバー
・SMTP サーバー
　SMTP サーバーのアドレスを入力します。設定内容は、プロバイダーや管理者の方に確認して
ください。

・暗号化
　暗号化は、以下の 3方式から選択できます。変更時にポート番号が方式ごとの既定値に更新さ
れます。
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c 送信するタイミング（トリガー）
　チェックを入れたタイミングでメール
を送信します。

・処理開始時
　バックアップや復元の開始時にメール
を送信します。

・処理終了時
　バックアップや復元の終了時にメール
を送信します。ただし、システムドライ
ブの復元のように、再起動して復元を行
うような復元方法では、メールの送信は行われません。

・エラー発生時
　エラーまたはキャンセルを行った時にメールを送信します。

・バックアップの空き領域が少なくなった時
　バックアップファイルの保存先領域が、指定したサイズ以下となった場合にメールを送信します。

--Ark Information Systems Inc. 「HD 革命 /BackUp Next」ログ
ファイル --

HDBackUp Next - BackUp Start -

コンピューター名 : ARK
IP アドレス : 111.11.11.11
タスク名 : C ドライブのフルバックアップ 
バックアップファイル名 : C ドライブのフルバックアップ .hdb
タスク種類 : バックアップ 
バックアップ種類 : フルバックアップ 
開始日時 : 2020 -11- 01 12 :00 :00

〈送信されるメールの例〉

　方式を変更後にポート番号を変更することで、既定値以外のポート番号を設定できます。
　　なし：暗号化なしのメール送信を行います。ポート番号は 25となります。
　　SSL：OpenSSL の「SSL」方式を使用してメール送信を行います。ポート番号は 465 とな･
　　　　　ります。
　　TLS：OpenSSL の「TLS」方式を使用してメール送信を行います。ポート番号は 587となります。

・SMTP 認証を行う
　SMTP のアカウント名とパスワードを入力します。設定内容は、プロバイダーや管理者の方に
確認してください。

・送信テスト
　「送信テスト」ボタンをクリックすると、設定したメールアドレスに対してテストメールを送信
します。

〈メール送信が成功した場合〉 〈メール送信が失敗した場合〉
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　「アプリケーションを操作可能なアカウントを指定する」にチェックを入れると、指定したユー
ザー以外は BackUp Next を起動することができなくなります。
　Windows PE 起動用ディスクで起動した場合は、ユーザー設定はできません。

ユーザ−設定

a
b

a ユーザー名
　管理者権限を持つローカルアカウントを入力します。マイクロソフトアカウントでサインインし
ている場合は、ユーザーフォルダー名として指定されている文字（マイクロソフトアカウントの最
初の 5文字）を入力します。

b パスワード
　ユーザー名で入力したユーザーのログオン（サインイン）パスワードを入力します。マイクロソ
フトアカウントの場合でも PINは使用できません。
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　BackUp Next で作成するログファイルに関する設定を行います。ログファイルはサポートを受
ける際に使用する場合があります。
　Windows PE 起動用ディスクで起動した場合は、ログ設定はできません。

ログ設定

a
b
c

a ログ保存先
　ログファイルの保存先を指定します。既定では「ProgramData」フォルダーに作成されます。

b ログを保存するために利用可能なディスク容量を制限する
　ログファイルは、BackUp Next を使用するほどサイズが大きくなります。このファイルを作成
するディスク領域を制限することで、空き領域が不足するのを防ぐことができます。

c ログを保存する期間を設定する
　ログを保存する期間を設定します。指定した期間を超えると、ログファイルの内容がクリアされ、
新たなログの記録が始まります。

Point
　ログをシステムドライブに保存している場合、選択した復元動作によっ
てはログファイルが更新されてしまい、過去の情報が消えてしまうことが
あります。
　ログを別のドライブに保存することで、このようなことを回避すること
ができます。
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　BackUp Next で復元を行う際の復元方式を設定します。回復環境で復元を行う場合は、
SMBv1（Server Message Block version 1）の有効化とデバイスドライバの追加を行うことが
できます。

復元設定

a

b

a システムドライブの復元
　ここでは、Windows 上から起動中のシステムドライブを上書き復元する際の復元方式を設定し
ます。

・ネイティブ環境で復元
　従来の復元方式で、復元中は
次のような画面で進行状況が表
示されます。BackUp Next で
は、サービスが起動する直前の
この画面が表示される状態を
「ネイティブ環境」といいます。
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・回復環境で復元
　新しい復元方式で、復元中は次のような画面で進行状況が表示されます。BackUp Next では、
この環境を「回復環境」といいます。Windows の回復パーティションから起動用イメージを作成
するため、システムディスクに回復パーティションが存在しない場合は選択できません。

b 回復環境のオプション

・SMBv1（Server Message Block version 1）を有効化する
　このオプションは、SMBv1 にしか対応していない古いNASをバックアップ先とした場合にチ
ェックを入れます。

・デバイスドライバの追加
　復元先の環境がバックアップ時の環境と異なり、ハードディスクや SSD、その他ハードウェア
を認識させるためのデバイスドライバを追加する必要がある場合に、そのセットアップ情報ファイ
ル（inf ファイル）を指定します。ここで指定したデバイスドライバは、起動用イメージを作成す
る際に自動的にインストールされます。指定するファイルは inf ファイルですが、inf ファイル単
体では動作しませんので sys ファイルなど必要なファイルを inf ファイルと同じ場所に置いてくだ
さい。
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　BackUp Next を使用する際のウィンドウとメッセージの表示に関する設定を行います。
　Windows PE 起動用ディスクで起動した場合は、「ウィンドウの表示設定」の各チェックボック
スは使用できません。

その他の設定

a タスクトレイにアイコンを表示する
　タスクトレイにアイコンが表示され、バックアップや復元の進行状況を確認できます。また、バ
ックアップ開始や終了時にポップアップメッセージがスライドして表示されます。
　このメッセージは、Windows のアクションセンターにも通知されます。

b ログオフ・シャットダウン時のバックアップでメイン画面を表示しない
　ログオフやシャットダウン時にスケジュールでバックアップを行うように設定している場合に、
BackUp Next のメイン画面を表示するかを設定します。
　ただし、ログオフやシャットダウン時はロック画面が表示されて実行されるため、ログオン（サ
インイン）しなければ確認ができません。

cHD 革命 /BackUp Next 起動時に「Welcome バックアップ」画面を表示しない
　BackUp Next の起動時の「Welcome バックアップ」画面を毎回表示するかを設定します。

dHD 革命 /BackUp Next 起動時に「バックアップの選択」画面を表示しない
　BackUp Next の起動時の「バックアップの選択」画面を毎回表示するかを設定します。

a

c
b

d
e

f
g

h
i
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e ログオン時に「スライド機能」画面を表示しない
　インストール後の初回ログオン時に表示された「スライド機能」画面を毎回表示するかを設定し
ます。

f バックアップ先が接続されていないときに確認メッセージを表示する（ローカル HDD のみ）
　外付けのUSB ハードディスクにバックアップを行うよ
うな場合、バックアップ先ハードディスクが接続されてい
ないときに確認メッセージが表示されます。
　ただし、表示の対象はローカル接続のハードディスクの
みで、ネットワークドライブの場合は接続されていない状
態であってもメッセージは表示されません。

g バックアップファイルの保存先空き領域が少ない場合に確認メッセージを表示する
　バックアップファイルの保存先として指定したドライブの空き領域が、指定したサイズ以下とな
った場合にメッセージが表示されます。

h エラー／キャンセル時に確認メッセージを表示する
　バックアップ時にエラーが発生した場合や処理をキャンセルしたときに、次のような情報メッセ
ージが表示されます。

i バックアップ終了時に確認メッセージを表示する
　バックアップが終了したときに、メッセージが表示されます。

Point
　この情報メッセージは、5
分経過すると自動的に閉じ、
バックアップを開始します。

Point
　この情報メッセージは、3分
経過すると自動的に閉じます。

Point
　この情報メッセージは、3分
経過すると自動的に閉じます。
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　BackUp Nextを安全にご使用いただくために
は、以下の点に注意して操作を行ってください。
・バックアップ・復元には、ドライブの容量、
ファイル（フォルダー）の数、ハードウェア
の速度によっては大変時間がかかることがあ
りますので、あらかじめご了承ください。

・ノート型コンピューターをご利用の場合はバ
ックアップ・復元中のバッテリー切れ防止の
ためACアダプターの使用をおすすめします。

・ハードディスク（ドライブ）にエラーや不
良セクターが存在する場合、正常にバック
アップ・復元ができないことがあります。
Windows の「チェックディスク」などで
エラーチェックを行い、正常な状態で使用し
てください。

・バックアップ・復元、各ツールの処理が実行
されている間は、周辺機器（ハードディスク、
USB メモリーなど）の接続・取り外しは行
わないようにしてください。

・バックアップ中にコンピューターの電源を切
ったりリセットボタンを押したりすると、デ
ータが失われる可能性がありますので、行わ
ないようにしてください。

・操作完了や再起動の選択メッセージが表示さ
れたときに、ハードディスクのアクセスラン
プが点滅しているような場合は、点滅が収ま
るまで待ってから操作を行ってください。

・お使いの環境やインストールされているソフ
トウェアによっては、正常に動作しないこと
があります。このような場合は、常駐ソフト
ウェアの停止や周辺機器の取り外しを行うこ
とで、動作するようになることがあります。

・不測の事態に備え、バックアップは定期的に
行い、複数個のバックアップファイルを保存
しておくことをおすすめします。特に大切な

データは個別に別のハードディスクやUSB
メモリーなどに保存するとより安全です。

BackUp Next をご利用時の注意事項・制限事項

安全にご利用いただくために

バックアップ時

　BackUp Next でバックアップを行う場合に、
以下の注意・制限事項があります。

●ファイルシステムについて
・対応ファイルシステムは FAT32、NTFS、
exFATとなります。ReFSは非対応となります。

・ファイルシステムが ReFS の場合、バックア
ップファイルの保存先ドライブとしても選択
できません。

・対応ファイルシステムであっても、ダイナミ
ックディスクの環境では使用できません。

●バックアップ元のディスクについて
・USB メモリーや各種メモリーカードのよう
なリムーバブルドライブは、バックアップ元
として選択できません。

・NAS などのネットワークドライブは、バッ
クアップ元として選択できません。

・HPA（Hidden Protected Area） や DtoD
や、その他の隠し領域をバックアップするこ
とはできません。

・システムドライブ（通常はCドライブ）を
バックアップする場合、Windows が起動す
るために必要な「システムで予約済み」、「回
復パーティション」、「EFI ファイルシステ
ム」、「MSR ディスク」も一緒に選択されバ
ックアップします。

・512 バイトエミュレーションを行っていな
い 4K セクター（4K ネイティブ）フォーマ
ットのハードディスクをバックアップするこ
とはできません。

・仮想ハードディスクドライブ（VHDなど）
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のバックアップ／復元については、動作保証
外となりサポートは行いません。

●バックアップ対象データについて
　バックアップされるのは、バックアップ開始
前（開始した時点）のデータです。バックアッ
プ開始後に作成・変更したデータはバックアッ
プされません。

●バックアップ中の使用領域と使用メモリーの
関係について

　バックアップ中は、バックアップを行うドラ
イブの使用領域 1GBに対し、約 1MBのメモ
リーを使用します（例：100GB使用している
場合は 100MB）。
　バックアップ元ドライブで使用されている領
域と、コンピューターに搭載されているメモリ
ーの使用状況によっては、メモリーが不足して
バックアップができない場合があります。

● EWF 方式でバックアップを行う場合の注意
事項

　「セクターイメージを作成する」のオプショ
ンにチェックを入れてバックアップを行う場合
に、バックアップ方式で EWF 方式を選択でき
ます。EWF 方式に関して以下の注意事項があ
ります。
・バックアップ中に一時ファイル（Next 2-36 
ページ）が指定した容量に達するとバックア
ップがキャンセルされ、一時ファイルの内容
を破棄しコンピューターを再起動します。再
起動後、バックアップ中だったパーティショ
ンは、バックアップタスクとログを含めバッ
クアップを開始した時点のデータに戻されま
す。

・バックアップ終了後は、一時ファイルの内容
がディスクに書き戻されます。書き戻し作業
中は、絶対にコンピューターの電源を切る、
リセットを行うことはしないでください。こ
のような操作を行った場合、Windows が

起動できなくなる可能性があります。

●システムドライブをバックアップするときの
注意事項

　システムドライブをバックアップするときに、
Windows を起動するために必要なパーティ
ション（「システムで予約済み」や「回復パー
ティション」、「EFI システム」など）やファイ
ル、フォルダーを除外すると、復元したときに
正常にWindows が起動できません。システ
ムドライブをバックアップする場合は、注意し
て選択を行うようにしてください。
　なお、「ファイルバックアップ方式」では、
システムドライブのルートディレクトリを選択
して丸ごとバックアップすることはできません。

●リライタブルメディアの消去について
　書き換え可能メディア（リライタブルメディ
ア）を使用する場合は、バックアップ前にすべ
てのメディアを「メディアの消去」で消去をし
てから使用してください。なお、BD-RE は新
品のメディアでも必ず消去を行ってください。

●メディアへのバックアップについて
　BD-R/RE、DVD-R/RW、CD-R/RW メディ
アを直接指定してバックアップを行う場合は、
フルバックアップのみとなります。差分、増分
バックアップは選択できません。また、スケジ
ュールやサイクル設定などの一部オプションも
指定できません。
　なお、BD-R/RE メディアは 2層（DL）まで
の対応となり、3層と 4層（XL）には対応し
ていません。

● USB メモリーへのバックアップについて
　USBメモリーにバックアップを行う場合は、
複数のUSB メモリーに分割してバックアップ
することはできません。
　バックアップする容量に対して十分な容量の
USBメモリーを使用してください。
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●スケジュールを設定してバックアップを行う
ときの動作について

　バックアップタスクのスケジュールが重なっ
た場合、後から起動したバックアップタスクは
待機中となり、はじめに起動したバックアップ
タスクが終了後に次のバックアップタスクが開
始されます。これは、実行されなかったスケジ
ュールを選択して実行する「実行するタスクの
選択」画面で複数のタスクを選択した場合も同
様です。
　ただし、バックアップタスクを手動で開始し
た場合のように、バックアップ実行中にそのタ
スクのスケジュールが開始時刻になった場合は、
スケジュールは待機中にはならずにスキップさ
れます。
　なお、「ログオン時」と「コンピューター起
動時」、「ログオフ時」と「シャットダウン時」
を同時にスケジュール設定した場合は、どちら
か片方のスケジュールのみ実行され両方のタス
クスケジュールを実行することができません。
Windows の起動時または終了時のスケジュ
ールは、どちらか１つを選択するようにしてく
ださい。

●シャットダウン時のバックアップについて
　スケジュールで「シャットダウン時」にバ
ックアップを行うように設定している場合、
Windows のシャットダウンを実行しようとし
たタイミングでバックアップが開始されます。
バックアップは、ロック画面が表示された状態
で行われていますので、電源ボタンを押すなど
してシャットダウンは行わないようにしてくだ
さい。
　Windows のバージョンによっては、青い画
面でバックアップ中であることが表示されます。
この場合でも「強制的にシャットダウン」ボタ
ンを押すことや、電源ボタンを押すなどしてシ
ャットダウンを行うことはしないようにしてく
ださい。

●差分、増分バックアップを行う場合の注制限
事項

　差分、増分バックアップを行う場合は、バ
ックアップ方式により以下のような制限事項
があります。その他の制限事項は、Next 2-2、
Next 2-3 ページを参照してください。
セクターバックアップ方式
・差分、増分を行うことができるファイルシス
テムは FAT32とNTFS となります。

・設定できるバックアップタスクの数は、差分、
増分を合わせて 10 個までとなります。11
個目のタスクを作成しようとした場合、バッ
クアップウィザードでメッセージが表示され
作成できません。

・バックアップ対象のディスクに対してパーテ
ィションサイズの変更や、パーティション数
の増減、ドライブ文字の変更を行うとバック
アップを継続することができなくなります。

ファイルバックアップ方式
・ドライブ文字を変更したときなど、バック
アップ対象のパスが変更（例：D:\abc から
E:\abc）されるとバックアップは継続でき
なくなります。

●バックアップ時に処理できなかったファイル
について

　ファイルバックアップ方式でバックアップす
る際に、バックアップ対象のファイルが読み込
めなかった場合は、バックアップ完了後のログ
に「完了（警告あり）」と表示されます。この
警告はWindows により特殊な権限で作成さ
れたファイルをバックアップするような場合に
表示されますが、ファイルを読み込んでいる途
中でそのファイル自体が削除されてしまうよう
な場合も該当します。
　「完了（警告あり）」と表示されているログの
「情報」列を見ると、「処理できなかったファイ
ルがあります。」と表示されていますので、ロ
グを右クリックして「タスクログ」を選択し、
処理できなかったファイルの内容を確認してく
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た場合は、その文字部分をクリックして有効化
してください。この設定は、コントロールパネ
ルの「ネットワークと共有センター」でも変更
できます。

　環境により SMB 1.0 の設定を有効にする必
要があります。「コントロールパネル」→「プ
ログラム」→「Windows の機能の有効化また
は無効化」と選択し、「SMB 1.0/CIFS ファイ
ル共有のサポート」にチェックを入れて有効化
してください。

　また、ネットワークドライブの設定によって
は、アクセスするためのユーザー名とパスワー
ドの入力が必要なときがあります。以下の画面
が表示されますので、ユーザー名とパスワード
を入力してください。

ださい。
　なお、該当ファイルがWindows や他社製
アプリケーションによって一時的に作成される
ファイル（テンポラリファイル）であれば「完
了（警告あり）」と表示されていても問題あり
ません。

●サイクルバックアップにおけるファイル削除
時の表示について

　「サイクルの設定」（Next 2-31 ページ）で「保
持するサイクル数」を設定している場合、指定
した回数に達すると古いサイクルのバックアッ
プファイルから順に削除されます。ファイルが
削除されるタイミングは、指定した回数のフル
バックアップが完了した後となり、ファイルが
削除されると同時にそのサイクルバックアップ
に対応するログも削除されます。
　新しく作成されたバックアップのログには、
「完了（情報あり）」と表示され、「情報」列には、
「古いサイクルのバックアップファイルを削除
（サイクル設定）」と記載されます。

●スケジュールを設定したネットワークドライ
ブへのバックアップについて

　スケジュールを設定してネットワークドライブ
にバックアップを行う場合、ログオン（サインイン）
していないとバックアップはエラーとなり実行さ
れません。なお、このように一度エラーとなった
バックアップタスクは、次のスケジュール開始時
刻となってもバックアップを実行できなくなりま
す。こちらを解決するには、一度コンピュータ
ーを再起動する必要があります。

●バックアップ先をネットワークドライブにす
る場合の注意事項

　バックアップ先をネットワークドライブとす
る場合、ネットワーク探索を有効にする必要が
あります。Windows の「ネットワーク」を開
いた時に次の画面のような「ファイル共有が無
効です。・・・」というメッセージが表示され
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アップファイルが保存されているドライブの文
字が変更されると、メイン画面のタスクがグレ
ー表示となり操作できなくなります。ドライブ
文字をタスクの保存先に記載されている文字に
戻してください。

●「Windows」フォルダーを選択して復元す
ることについて

　「ファイルバックアップ方式」は、「システ
ムドライブ」のルートディレクトリは選択で
きないため丸ごとバックアップすることはで
きませんが、「Windows」フォルダーを個別
に選択してバックアップすることは可能です。
「Windows」フォルダーをバックアップした
バックアップファイルから、現在起動中の「シ
ステムドライブ」にある「Windows」フォル
ダーに対して復元を行うとWindows が正常
に起動しなくなる恐れがあります。このような
方法でWindows の修復やほかのコンピュー
ターへのWindows の環境移行はできません
ので、復元は行わないようにしてください。

●特定のアプリケーションフォルダーのみ選択
して復元することについて

　アプリケーションをインストールすると、ほ
とんどの場合「Program Files」フォルダーに
ファイルが保存されます。「Program Files」
フォルダー丸ごと、または特定のアプリケーシ
ョンフォルダー（例：Microsoft Office など）
のみバックアップし、バックアップ時とは異な
る環境（Windows を初期状態に戻した環境や
別のコンピューター環境）に復元しても、復元
したアプリケーションが正しく起動できません
（アプリケーションによってはまれに動作する
ものもあります）。これは、アプリケーション
が使用するレジストリーや別の場所に作成され
ている設定ファイルを復元していないために起
こります。特定のアプリケーションのみバック
アップして、別のWindows 環境にアプリケ
ーションを移行するような引っ越し機能はあり

　BackUp Next で復元を行う場合に、以下の
注意・制限事項があります。

●システムドライブを復元するときの注意事項
　「セクターバックアップ方式」でバックアッ
プした「システムドライブ」を復元対象とする
場合、必要なシステムパーティション（「シス
テムで予約済み」、「回復パーティション」、「EFI 
システムパーティション」、「マイクロソフト予
約パーティション」）も同時に選択されますの
で、そのまま復元を行うようにしてください。

●ネイティブ環境で復元する場合の制限事項
　復元方式を「ネイティブ環境で復元」に設
定して復元を行う場合、復元終了時に「Press 
any key to reboot」とメッセージが表示され、
キーボードで何れかのキーを押すことでコンピ
ューターを再起動します。しかし、環境によっ
てはメッセージが表示されずに再起動してしま
うことがあります。この時、復元後のメイン画
面のログに終了日時が表示されず、情報欄に「ネ
イティブ環境で復元時に終了日時が取得できま
せんでした。」と表示されます。復元方式を「回
復環境で復元」に設定することができるのであ
れば、そちらで復元を行ってみてください。

●回復環境で復元する場合の制限事項
　復元方式を「回復環境で復元」に設定して復
元を行う場合、USB メモリーや SDカードな
どのリムーバブルディスク接続したまま復元
を行うと、復元後のWindows 環境でドライ
ブ文字の順番が変わってしまうことがあります。
このようなことを避けるため、「回復環境で復
元」を行う場合はリムーバブルディスクを外し
てから復元を開始してください。なお、バック

復元時
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ませんのでご了承ください。

●異なるディスクスタイルへの復元について
　GPT 環境のパーティションをバックアップ
し、MBR 環境のパーティションに対して「パ
ーティション単位」で復元を行うことはできま
せん。その逆も同様です。ただし、選択した復
元先が「未割り当て」の場合に限り、ディスク
を初期化して復元を行うことができます。
　「ディスク単位」での復元は復元前にディス
クを初期化しますので、パーティションスタイ
ルが異なっていても復元は可能です。このとき、
復元先ディスクのデータはすべて消去されてし
まいますので注意してください。

●復元時のフォーマットダイアログについて
　Windows 上で起動中のシステムドライブ以
外に復元を行う場合、復元先として指定したド
ライブをフォーマットするかどうかのダイアロ
グが表示されます。
　なお、複数のパーティションが同時に復元対
象となっている場合は、このダイアログが繰り
返し表示されます。復元後はコンピューターを
再起動しますので、ダイアログが表示されたま
ま何もせずにそのままにしておいてください。

　環境によっては、さらに以下のダイアログも
表示されますので、同様にダイアログが表示さ
れたまま何もせずにそのままにしておいてくだ
さい。

Windows PE 起動用ディスクから
起動してバックアップ・復元する場合

　あらかじめWindows PE 起動用ディスクを
作成することで、Windows PE 上でインスト
ールしたのと同様にバックアップ／復元を行
うことができます。このとき、以下の注意・制
限事項があります。
・Windows PE は、起動から 72 時間後に自
動的にコンピューターを再起動します。バッ
クアップ／復元操作中でも強制的に再起動
されますので、起動時間にご注意ください。

●別のコンピューターへの復元について
・バックアップを行ったコンピューターとは別
のコンピューターにシステムドライブを復元
する場合、必ずしも復元先のコンピューター
のOSが正常に起動できるとは限りません。
また、インストールされているアプリケーシ
ョンについても正常に使用できないことがあ
ります。すべての環境における動作保証はで
きませんのでご了承ください。

・復元先のコンピューターでライセンスの再認
証が必要です。ライセンス認証においては、
マイクロソフトまたはコンピューターのメー
カーにお問い合わせください。ライセンス規
約に違反することがないよう十分に注意して
ください。

●復元時にスキップされたファイルについて
　ファイルバックアップ方式でバックアップし
たファイルを復元する際に、復元対象のファイ
ルがロックされているとファイルを上書きでき
ません。このような場合は、復元完了後のログ
に「完了（警告あり）」と表示されます。
　「完了（警告あり）」と表示されているログの
「情報」列を見ると、「スキップされたファイル
があります。」と表示されていますので、ログ
を右クリックして「タスクログ」を選択し、スキ
ップされたファイルの内容を確認してください。
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　メイン画面の「ファイル」メニューで、「バ
ックアップファイルからタスクを再構成」を選

バックアップファイルからタスクを再構成時

　あらかじめエクスポートしておいたタスクと
ログの情報が記録された hdt ファイルをイン
ポートする際には、以下の注意・制限事項があ
ります。
・インポートを行うと現在登録されているタス
クとログ、バックアップのスケジュール設定
などがすべて破棄され、エクスポートを行っ
たときの状態に戻ります。

・差分、増分バックアップを行っているタスク
では、次のバックアップはフルバックアップ
の取り直しとなり、その次から設定に従って
差分、増分バックアップが行われます。

・タイムスライスバックアップにより作成され
たタスクは、インポートを行うとタイムスライ
スのON/OFF もエクスポートを行ったとき
の状態に戻ります。ただし、次のバックアッ
プはフルバックアップの取り直しとなります。

・「タスクの削除」（Next 2-38 ページ）で、
タスクの削除を行う際にログを一緒に削除し
なかった場合、ログのみが登録されている状
態となりますが、この状態をエクスポートす
るとインポート時もログのみが戻ります。

・Ver.5.1.0 以降は、Ver.5.0.4 以前（旧バー
ジョンも含む）で作成したバックアップタス
クのインポートを行っても、そのタスクでバ
ックアップを継続（メイン画面で右クリック
して「バックアップ」）することはできません。
また、スケジュールの設定をしている場合は、
指定した時刻になってもバックアップは実行
されなくなります。

タスクとログのインポート時

・Secure Boot（セキュアブート）が有効な
環境では、Windows 8 以降の 64bit 版 OS
上で作成したWindows PE 起動用ディスク
でなければコンピューターを起動できません。

・Windows PE 起動用ディスクで起動した場
合、差分、増分のバックアップとスケジュー
ルを設定してバックアップを行うことができ
ませんので、関連するオプションは表示され
ません。

・Windows PE 起動用ディスクで起動して復
元する場合、「項目から選択」機能を使用す
ることはできません。

・ハードディスクの認識する順番やドライブ文
字が、Windows 上とは異なる場合があり
ます。ドライブをよく確認してから復元を行
ってください。

・UASP に対応しているUSB メモリー、ハー
ドディスク／ SSD（Professional 版のみ）
をWindows PE 起動用ディスクとする場合、
デバイスによってはUSB3.x のポートに接続
しているとデバイスが認識できない場合があ
ります。この場合は、USB2.0 のポートに接
続してみてください。

・RAID や SCSI の環境では、ハードディスク
を認識するためのドライバが必要になる場合
があります。CDから起動後にハードディス
クが認識されていない場合は、ドライバをイ
ンストールしてください。ドライバの入手方
法はコンピューターのメーカーにお問い合わ
せいただくか、コンピューターに付属してい
るマニュアルなどをご確認ください。

・CD/USB デバイスから起動するためには、
BIOS の設定変更が必要になる場合がありま
す。起動の方法については、ご使用されてい
るコンピューターのメーカーにお問い合わせ
いただくか、コンピューターに付属している
マニュアルなどをご確認ください。

・Windows PE 起動用ディスクで起動した場
合も「バックアップファイルからタスクを再
構成」することはできますが、タスクの詳細

設定を変更しても設定は保存されず、コンピ
ューターを再起動すると元に戻ります。
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　Ver.5.1.0 以降にインストール（アップデー
ト）を行うと、メイン画面に登録されている
Ver.5.0.5 以前で作成したタスクは、メイン画
面の初回起動時に新しい仕様に合わせてコンバ
ートを行います。この時、Windows のアクシ
ョンセンターにも通知されます。

　Ver.5.0.5 で作成したタスクは、メイン画面
でタスクを右クリックして「バックアップ」を

択することで、メイン画面にタスクを再登録す
ることができます。このとき、以下の注意・制
限事項があります。
・同じ ID を持つタスクがすでにメイン画面に
登録されている場合、上書きするかどうかの
メッセージが表示されます。上書きを行う場
合は、既存のタスクを削除してからタスクの
再構成が行われます。

・バックアップファイルをコピーするなどして、
同じバックアップファイルが複数の場所に存
在する場合、「検索」を行うと同じ ID をも
つタスクが複数表示されることがあります。
同じ IDを持つタスクは同時に登録できませ
んので、どれか 1つを選択するようにして
ください。

・差分、増分バックアップの場合は、初回のフ
ルバックアップで作成されたHDBファイル
を指定してタスクを再構成してください。

・タスクの再構成はエクスポート、インポート
と異なり、ドライブ文字など一部のタスク情
報が現在のバックアップファイルの保存環境
に合わせて変更されます。

・差分、増分バックアップを行っているタスク
を再構成すると、次のバックアップの際はフ
ルバックアップの取り直しが行われます。

・タイムスライスバックアップと旧バージョン
で作成したバックアップファイルは、タスク
を再構成することができません。

・Ver.5.1.0 以降は、Ver.5.0.0 から Ver.5.0.4
で作成したバックアップファイルからタスク
の再構成を行っても、そのタスクでバックア
ップを継続（メイン画面で右クリックして「バ
ックアップ」）することはできません。また、
スケジュールの設定をしている場合は、指定
した時刻になってもバックアップは実行され
なくなります。

　バックアップファイルの保存先には、拡張子

外部タスクとログファイルについて

Ver.5.0.5 以前で作成されたタスクの
動作について

が「.hdb」と「.hdx」のバックアップファイ
ルの他に、拡張子が「.etx」のファイルがあり
ます。このファイルは「外部タスクファイル」
といい、バックアップや復元を行うごとに更新
されます。メイン画面に登録されているタスク
の詳細設定や履歴が記録されていますので、削
除しないようにしてください。なお、メイン画
面で「バックアップファイルからタスクを再構
成」を行うことで再作成することができますが、
詳細設定や履歴は初期化されます。
　また、拡張子が「.log」のファイルは、復元
方式で「回復環境で復元」を選択して復元を行
った場合に作成されるログファイルとなります。
ユーザーサポートを受ける際に必要となる場合
がありますので、こちらも削除しないようにし
てください。
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選択することで継続してバックアップは可能で
す。しかし、Ver.5.0.4 以前（旧バージョンも
含む）で作成したタスクは、バックアップを継
続できず復元のみ可能となります。また、スケ
ジュールの設定をしている場合は、指定した時
刻になってもバックアップが実行されなくなり
ます。あらためてVer.5.1.0 以降でバックアッ
プを行い、タスクを登録してください。

　BitLocker やその他の暗号化ソフトウェアで
データが暗号化されている場合は、BackUp 
Next でバックアップ・復元を行うことはでき
ません。

暗号化ソフトウェアとの共存について

革命シリーズとの共存について

　BackUp Next をアンインストールするとき
に、ログとタスクを削除するか選択できます。
タスクとログを残しておくと、再インストール
してもタスクとログはアンインストール時の状
態に戻ります。ただし、アンインストールを行
うことでスケジュールの設定が削除されてし
まうため、スケジュールを設定しているタスク
は、スケジュールの再設定（Next 3-27 ページ）
をする必要があります。

　BackUp Next は、「HD革 命/BackUp Ver.1･
～ Ver.12 (Ver.12s も含む )」と同時にインス
トールすることはできません。セクターバック
アップ方式における差分、増分バックアップの
監視機能が共通のため、正しくバックアップを
行うことができなくなります。

アンインストール時のタスクとログについて
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バックアップ

ここでは、Windowsが通常に起動した状態で
バックアップする方法について説明しています。
BackUp Nextには、バックアップ対象の詳細
な設定、差分・増分バックアップ、サーバーへ
のバックアップ、スケジュール設定ほか、多く
の機能があります。
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バックアップ方式について
　BackUp Nextで行うバックアップには、
①ファイル、フォルダー単位で行うバックアップ（以下「ファイルバックアップ方式」）
②セクター単位で行うバックアップ（以下「セクターバックアップ方式」）
があります。
　バックアップ対象の選択画面において、
・「セクターバックアップ方式」にチェックなし→ファイルバックアップ方式
・　　　　　同　上　　 　　　にチェックあり→セクターバックアップ方式
となります。２つのバックアップ方式には長所、短所があり、またそれぞれに制限事項があります。
ここでは、バックアップ方式の違いについて説明します。

　ファイルバックアップ方式では、バックアップ対象のドライブに存在するファイル、フォルダー
の属性や権限を確認しながらひとつひとつバックアップします。
■長所
・バックアップしたいファイルをフォルダーツリーの中から任意に選択してバックアップすること
ができますので、バックアップ対象を「ドキュメント」や「ピクチャ」フォルダーなどに絞るこ
とも可能です。

■短所
・ファイル、フォルダーの個数が多くなればなるほど、それに比例してバックアップに時間がかか
るようになります。ファイル、フォルダーの個数が多いドライブを丸ごとバックアップするには
あまり適していません。

■制限事項
・Windowsがインストールされている「システムドライブ」が含まれる場合、そのディスクはデ
ィスク単位でバックアップできません。また、「システムドライブ」は、ルートディレクトリを
指定してバックアップできません。

・他のユーザーがアクセス権を設定したファイル、フォルダーがある場合、そのファイル、フォル
ダーをバックアップ、復元することはできません。

・バックアップできるパスの長さは260文字までとなり、260文字を超えたファイル、フォルダ
ーは、バックアップ対象としていてもバックアップされません。

・暗号化されたファイル、フォルダーをバックアップした場合、Windows PE起動用ディスクで
起動して復元を行うとフォルダーの暗号化が解除されて復元されます。また、復元時のオプショ
ンで、「再起動後に復元する」を選択して復元を行うと、暗号化されたファイルは復元されません。
フォルダーは暗号化が解除されて復元されます。

ファイルバックアップ方式
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　セクターバックアップ方式では、ハードディスクの最小記憶単位であるセクターを1セクターご
とにバックアップします。

■長所
・ファイルバックアップ方式に比べ、比較的高速にバックアップが可能です。システムドライブの
ように、ファイル、フォルダーの個数が多いドライブのバックアップに適しています。

■短所
・バックアップ対象がディスク全体、またはパーティションとなりますので、任意のフォルダーの
み選択してバックアップするようなことはできません。

・差分バックアップや増分バックアップを行う場合、ディスクの最適化などが行われてディスク上
のファイルの位置が変更されてしまうと、そのファイルの内容が変更されていなくてもバックア
ップ対象となります。

・バックアップファイルにインデックスを付加するため、同じ環境をバックアップしても、ファイ
ルバックアップ方式と比べてバックアップファイルのサイズは大きくなります。

■制限事項
・複数のディスクを同時にバックアップ対象とする（例：ディスク0のCドライブとディスク1の
Dドライブを同時に選択する）ことはできません。

・差分バックアップ、増分バックアップを設定したタスクは、10個まで登録できます。既に10個
のタスクが登録されている場合、それ以上差分バックアップ、増分バックアップのタスクを作成
できません。

・バックアップ、復元時に、「項目から選択」、「ファイルの絞り込み」、「ファイルの除外」の機能
を使用することはできません。

・バックアップ時のオプションで、「暗号化」を選択することはできません。
・バックアップファイルのマウントでバックアップファイルを参照する場合、exFATのドライブ
をバックアップしたファイルの中身を参照することはできません。

・バックアップの保存先に、FTPサーバーを選択することはできません。
・複数のメディアに分割してバックアップした場合、バックアップ時とはサイズが異なるドライブ
へ復元することはできません。この場合は、ハードディスクにフォルダーを作成し、そのフォル
ダーへバックアップファイルをすべてコピーしてから復元を行ってください。

・復元後にディスクの中を参照するには、コンピューターの再起動が必要となる場合があります。

セクターバックアップ方式

・圧縮されたファイル、フォルダーは、復元時のオプションで、「再起動後に復元する」を選択し
て復元を行うと、圧縮されていない状態となります。



Next 2 - 4

Welcome バックアップ
　「Welcome バックアップ」画面では、Windowsがインストールされ起動している「システム
ディスク」を、丸ごと別のディスクにフルバックアップすることができます。バックアップに関す
る設定はできませんが、最も簡単なバックアップ方法となります。
　「次回から、この画面を表示しない」のチェックボックスにチェックを入れると、次回起動時か
らこの画面は表示されなくなります。

　Arkランチャーで「バックアップ・復元」→
「HD 革命/BackUp Next」を選択します。初
回起動時は、「Welcome バックアップ」画面
が起動します。
　次回起動時からは、チェックボックスのチェ
ック状況により、表示されるかが決まります。
　「閉じる」をクリックすると、「バックアップ
の選択」画面に移動します。

　次の画面が表示され、バックアップ先のフォ
ルダーとバックアップファイル名が確認できま
す。
　「開始」をクリックすると実際にバックアッ
プが開始します。

Welcom バックアップの起動 バックアップの開始1 2

❶今すぐ丸ごとバックアップを行う場合にクリック

❷クリック

Point
　バックアップファイルは、「システムディスク」
以外で空き領域が一番大きなドライブ（パーティ
ション）に作成されます。
　フォルダー名とファイル名は、使用環境を元に
自動的に作成され変更はできません。

BackUp Nextの起動時に
表示するかを選択します。

　「Welcome バックアップ」を行うには、バッ
クアップを行う「システムディスク」とは別の
ディスクが接続されている必要があります。
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　バックアップが開始すると、メイン画面でバックアップの「タスク」が新規に作成され、ログの「状
態」列には「バックアップ実行中」と表示されます。バックアップ中のタスクとログは、赤色で表
示されます。

　バックアップが完了すると、ログの「状態」列には「完了」と表示されます。

バックアップの実行

バックアップの完了

3

4

Point
　ログの「状態」列には、バックアップの動作についての情報が表示されます。「キャンセル」や「エラー」
と表示されている場合は、バックアップが正常に完了していません。また、バックアップが完了しても「完
了（警告あり）」や「「完了（情報あり）」と表示されることがあります。このような場合は、ログを右に
スクロールして、「情報」列の表記を確認してください。

Point
　バックアップを途中でキャンセルするに
は、ログの中で実行中のタスクを「右クリ
ック」して「タスクをキャンセル」を選択
します。
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バックアップの選択
　「バックアップの選択」画面は、「簡単バックアップ」または「詳細バックアップ」を起動するラ
ンチャー画面となります。メイン画面を起動せずに各操作画面を起動できます。
　チェックボックスにチェックを入れると、次回起動時からこの画面は表示されなくなります。

　Arkランチャーで「バックアップ・復元」→「HD 革命/BackUp Next」を選択します。
　初回起動時は、「Welcome バックアップ」画面で「閉じる」ボタンをクリックするとこの画面
が起動します。次回起動時からは、チェックボックスのチェック状況により、表示されるかが決ま
ります。
　「閉じる」をクリックすると、BackUp Nextのメイン画面が表示されます。

「バックアップの選択」画面の起動1

❶クリック ❶クリックBackUp Nextの起動時に
表示するかを選択します。

Point
　「Welcome バックアップ」と「バックアップの選択」画面は、メイン画面の「機能」
メニューから表示することができます。
　また、表示の有無に関しては、メイン画面で「設定」メニューで「その他の設定」タブ
の中で変更できます。
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　確認画面が表示されますので、「OK」をク
リックします。

　確認画面が表示されますので、「OK」をク
リックします。

　「簡単バックアップ」の操作画面が起動しま
す。

　「詳細バックアップ」の操作画面が起動しま
す。

【簡単バックアップ】 【詳細バックアップ】

操作画面の起動2

❷クリック ❷クリック
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簡単バックアップ
　「簡単バックアップ」は、「システムディスク（Windows がインストールされているディスク
全体）」、または「システムドライブ（Windows がインストールされているドライブ）」を簡単に
フルバックアップする機能です。
　詳細な設定はできませんが、バックアップ先を選択するだけで簡単にバックアップを行うことが
できます。

　Arkランチャーで「バックアップ・復元」→
「HD革命/BackUp Next」を選択します。

　バックアップ対象として、「システムディス
ク」または「システムドライブ」の画像ボタン
をクリックします。

①システムディスク
　Windowsがインストールされているディス
ク全体をバックアップします。バックアップを
行うには、バックアップ先となる別のディスク
が必要です。
②システムドライブ
　Windowsがインストールされているドライ
ブ（パーティション）をバックアップします。
③対象ディスク
　バックアップ元のディスクが表示されます。
Windows上でバックアップを行う場合は、デ
ィスクが自動的に選択され変更できません。

　ツールバーで一番左の「簡単バックアップ」
ボタンをクリックします。

　「バックアップの選択」画面からも、「簡単バ
ックアップ」の操作画面を呼び出すことができ
ます。

BackUp Nextの起動 バックアップ対象の選択

「簡単バックアップ」の選択

1 3

2

❶クリック

❷クリック

❻クリック

❹どちらかをクリック

❺保存先をクリック

❸クリック

①

③

④

⑤

②
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　バックアップが開始すると、メイン画面でバックアップの「タスク」が新規に作成され、ログの
「状態」列には「バックアップ実行中」と表示されます。
　バックアップ中のタスクとログは、赤色で表示されます。

　バックアップが完了すると、ログの「状態」列には「完了」と表示されます。

バックアップの実行

バックアップの完了

4

5

Point
　バックアップを途中でキャンセルするに
は、ログの中で実行中のタスクを「右クリ
ック」して「タスクをキャンセル」を選択
します。

④バックアップの保存先
　空き領域が一番大きなドライブ（パーティシ
ョン）が最初に指定されますが、変更は可能です。
⑤週に一回、バックアップを自動的に行う
　バックアップを開始した曜日と時間を起点と
して、週に一回選択したバックアップ対象をス
ケジュールでフルバックアップします。

　「はい」をクリックすると、実際にバックア
ップが開始します。

❼クリック
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簡単バックアップのスケジュール設定
　「簡単バックアップ」で「週に一回、バックアップを自動的に行う」にチェックを入れると

スケジュールにより自動的にバックアップが行われます。
　このバックアップは特殊なサイクルバックアップとなり、初回のバックアップファイルは削除されず
にそのまま残り、2回目以降は直近2回分のバックアップファイルが保存される仕組みとなっています。
　以降、新たにバックアップを行うと、古いバックアップファイルから順に削除されます。

　一度設定したスケジュールのオン、オフは、メ
イン画面で簡単バックアップのタスクを選択して
「タスクの詳細設定」から変更可能です。
　なお、チェックボックスのチェックを外して一
度スケジュールをオフにしてから、再度チェック
を入れてオンにした場合は、新たに初回のバック
アップからサイクルバックアップが開始されます。
　削除されずに残る初回のフルバックアップファ
イルが増えていきますので、バックアップ先の容
量が不足するような場合は手動で削除するように
してください。

初回のバックアップ（削除されずに残る）
2回目のバックアップ（4回目のバックアップ終了後に削除される）
3回目のバックアップ（5回目のバックアップ終了後に削除される）
4回目のバックアップ（6回目のバックアップ終了後に削除される）
　　　　　⋮　　　　　　　　　　　　⋮
最新の1回前のバックアップ
最新のバックアップ

初回と、直近2回分のバックアップ
ファイルだけが保存される。
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詳細バックアップ（セクターバックアップ方式）
　　「詳細バックアップ」は、ウィザードによりオプションやスケジュールを設定してバックアッ
プを行う機能です。
　ここでは、「セクターバックアップ方式」でバックアップを行う手順を説明します。

　Arkランチャーで「バックアップ・復元」→
「HD革命/BackUp Next」を選択します。

　「バックアップ対象の選択」タブでは、バッ
クアップ対象をディスク単位やパーティション
単位で選択します。
　この例では、セクターバックアップ方式でバ
ックアップを行いますので、「セクターバック
アップ方式」のチェックボックスにチェックが
入っているかを確認します。

●バックアップする対象をディスク単位で選択
する

　ラジオボタンの「バックアップする対象をデ
ィスク単位で選択する」を選択し、バックアッ
プ対象のディスクを選択します。異なるディス
クを同時にバックアップすることはできません。

BackUp Nextの起動 バックアップ対象の選択1 3

❶クリック

❷クリック

❻バックアップするディスク
　を選択

❹チェックが入っているかを確認

　ツールバーで左から3番目の「詳細バックア
ップ」ボタンをクリックします。

　「バックアップの選択」画面からも、「詳細バ
ックアップ」の操作画面を呼び出すことができ
ます。

「詳細バックアップ」の選択2

❸クリック
❺選択

❼クリック
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　「バックアップの保存先」タブでは、バックアップタスク名、保存先フォルダー、ファイル名を
指定します。
　名前は環境に応じて自動的に入力されていますので、必要な場合はそれぞれの項目を任意の内容
に変更してください。

バックアップの保存先4

●バックアップする対象を個別に選択する
　ラジオボタンの「バックアップする対象を個
別に選択する」を選択し、バックアップ対象と
するパーティションにチェックを入れます。
　異なるディスクにあるパーティションを同時
に選択することはできません。

❻バックアップするパーティ
　ションにチェック

❺選択

❼クリック

　既に作成済みのタスク名と同じタスク名
では登録できません。また、保存先に同名
ファイルが存在する場合はメッセージが表
示され、自動的には上書きされません。

Point
　「バックアップ タスク名」は、メイン画面左側に登録されるタスク名となります。「保存ファイル名」
は実際に作成されるバックアップファイル名となります。入力できる「保存先フォルダー名」は 200文
字まで、「保存ファイル名」として入力可能な文字数は 22文字まで（スペースも 1文字としてカウント）
となり、「保存ファイル名」はこの画面で指定した名称を後から変更できません。

❽バックアップタスク名、ファイル名を入力

❾保存先フォルダーまたはドライブを指定

�クリック
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�クリック
�クリック

�バックアップの種類とスケジュールを指定

�オプションを指定

　「スケジュールの設定」タブでは、バックア
ップの種類とスケジュールを指定します。詳細
については、Next 2-28ページを参照してく
ださい。

　「オプションの設定」タブでは、圧縮の設定
やバックアップファイルの分割サイズなどを設
定します。詳細については、Next 2-35ペー
ジを参照してください。

　バックアップ前に確認メッセージが表示され
ます。「はい」をクリックするとバックアップ
が開始します。

スケジュールの設定 オプションの設定

バックアップの開始

5 6

7

　バックアップが開始すると、メイン画面でバックアップの「タスク」が新規に作成され、ログの「状
態」列には「バックアップ実行中」と表示されます。バックアップ中のタスクとログは、赤色で表
示されます。

バックアップの実行8

�クリック
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バックアップの完了9
　バックアップが完了すると、ログの「状態」列には「完了」と表示されます。

Point
　バックアップを途中でキャンセルする
には、ログの中で実行中のタスクを「右
クリック」して「タスクをキャンセル」
を選択します。

Point
　ログの「状態」列には、バックアップの動作についての情報が表示されます。「キャンセル」や「エラー」
と表示されている場合は、バックアップが正常に完了していません。また、バックアップが完了しても「完
了（警告あり）」や「「完了（情報あり）」と表示されることがあります。このような場合は、ログを右に
スクロールして、「情報」列の表記を確認してください。
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詳細バックアップ（ファイルバックアップ方式）
　「詳細バックアップ」は、ウィザードによりオプションやスケジュールを設定してバックアップ
を行う機能です。ここでは、「ファイルバックアップ方式」でバックアップを行う手順を説明します。

　Arkランチャーで「バックアップ・復元」→
「HD革命/BackUp Next」を選択します。

　「バックアップ対象の選択」タブでは、バッ
クアップ対象をディスク単位やパーティション
単位で選択します。
　この例では、ファイルバックアップ方式でバ
ックアップを行いますので、「セクターバック
アップ方式」のチェックボックスのチェックを
外します。

　ツールバーで左から3番目の「詳細バックア
ップ」ボタンをクリックします。「詳細バック
アップ」は「バックアップの選択」画面からも
呼び出すことができます。

BackUp Nextの起動 バックアップ対象選択方式の指定

「詳細バックアップ」の選択

1 3

2

❶クリック

❷クリック

　「バックアップの選択」画面からも、「詳細バ
ックアップ」の操作画面を呼び出すことができ
ます。

❸クリック

❹チェックが外れているかを確認

●バックアップする対象をディスク単位で選択
する

　ラジオボタンの「バックアップする対象をデ
ィスク単位で選択する」を選択し、バックアッ
プ対象のディスクを選択します。システムドラ
イブが含まれるディスク（この例ではディスク 
0の左側にあるチェックボックス）は選択でき
ません。「バックアップする対象を個別に選択
する」にて対象を選択してください。

❻バックアップするディスク
　を選択

❺選択

❼クリック

システムドライブが含
まれるため選択不可
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●バックアップする対象を個別に選択する
　ラジオボタンの「バックアップする対象を個
別に選択する」を選択し、バックアップ対象と
するドライブ、フォルダー、ファイルにチェッ
クを入れます。
　システムドライブのルートディレクトリ（こ
の例ではC:¥の左側にあるチェックボックス）
は選択できませんが、ツリーを展開して個別に
選択することは可能です。

❻バックアップドライブ、
　フォルダー、ファイル
　にチェック

❺選択

❼クリック

❾クリック

システムドライブの
ルートディレクトリ
は選択不可

※次ページ参照

　「ファイルバックアップ方式」では、バック
アップ対象として選択した中から、ファイルの
絞り込みと除外を行うことができます。
　詳細については、Next 2-21、Next 2-24
ページを参照してください。

絞り込み設定4

❽絞り込みと除外を行う
　ファイルを指定

システムディスクをバックアップする際の制限
　「システムドライブ」には、ストアアプリや特殊なアクセス権が設定されたシステムファイ

ルが存在し、管理者権限をもったユーザーでもこのようなファイルをファイル単位で正常にバックアッ
プすることができません。そのため、「ファイルバックアップ方式」では、「システムディスク」または
「システムドライブ」を丸ごとバックアップすることを制限しています。
　「システムディスク」または「システムドライブ」が選択された場合は、以下のようなメッセージが
表示されます。

　なお、個別に「システムドライブ」のファイルをすべて選択してバックアップすることは制限して
いませんが、そのバックアップファイルから元のパスを指定して（特に「Windows」や「Program 
Files」）に復元すると、Windowsが正常に動作しなくなる恐れがありますので行わないようにしてく
ださい。

システムディスクを選択した場合 システムドライブを選択した場合
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　「バックアップの保存先」タブでは、バックアップタスク名、保存先フォルダー、ファイル名を
指定します。名前は環境に応じて自動的に入力されていますので、必要な場合はそれぞれの項目を
任意の内容に変更してください。

バックアップの保存先を選択5

�保存先フォルダーまたはドライブを指定

�バックアップタスク名、ファイル名を入力

　既に作成済みのタスク
名と同じタスク名では登
録できません。また、保
存先に同名ファイルが存
在する場合はメッセージ
が表示され、自動的に上
書きされません。

�クリック

Point
　「バックアップ タスク名」は、メイン画面左側に登録されるタスク名となります。「保存ファイル名」
は実際に作成されるバックアップファイル名となります。入力できる「保存先フォルダー名」は 200文
字まで、「保存ファイル名」として入力可能な文字数は 22文字まで（スペースも 1文字としてカウント）
となり、「保存ファイル名」はこの画面で指定した名称を後から変更できません。
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�クリック �クリック

�クリック

�バックアップの種類とスケジュールを指定

�オプションを指定

　「スケジュールの設定」タブでは、バックア
ップの種類とスケジュールを指定します。詳細
については、Next 2-28ページ以降を参照し
てください。

　「オプションの設定」タブでは、圧縮の設定
やバックアップファイルの分割サイズなどを設
定します。詳細については、Next 2-35ペー
ジ以降を参照してください。

　バックアップ前に確認メッセージが表示されます。「はい」をクリックするとバックアップが開
始します。

スケジュールの設定 オプションの設定

バックアップの開始

6 7

8

　バックアップが開始すると、メイン画面でバックアップの「タスク」が新規に作成され、ログの「状
態」列には「バックアップ実行中」と表示されます。バックアップ中のタスクとログは、赤色で表
示されます。

バックアップの実行9
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Point
　ログの「状態」列には、バックアップの動作についての情報が表示されます。「キャンセル」や「エラー」
と表示されている場合は、バックアップが正常に完了していません。また、バックアップが完了しても「完
了（警告あり）」や「「完了（情報あり）」と表示されることがあります。このような場合は、ログを右に
スクロールして、「情報」列の表記を確認してください。

バックアップの完了10
　バックアップが完了すると、ログの「状態」列には「完了」と表示されます。

Point
　バックアップを途中でキャンセルする
には、ログの中で実行中のタスクを「右
クリック」して「タスクをキャンセル」
を選択します。

OneDrive のファイルをバックアップ
　OneDriveのフォルダーをバックアップ対象と

した場合、OneDriveで同期しているファイルでクラウド
に存在するファイル（雲のマークがついているファイル）
は、ダウンロードしてからバックアップされます。
　このとき、右のような通知が表示されます。そのた
め、バックアップ終了後はローカルフォルダーに実態の
ファイルが存在することになりますので、必要に応じて
Windowsのメニューで「空き領域を増やす」を選択して
ください。
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項目から選択
　バックアップを行うフォルダーを登録することで、次回以降のバックアップ時に選択画面から呼
び出すことができます。これにより、同じフォルダーを繰り返しバックアップするような場合に手
順を省略することができるようになります。BackUp Nextでは、この登録するフォルダーを「項
目」と呼びます。なお、復元時も同様に項目を選択して復元することができます。

　「バックアップする対象を個別に選択する」
を選択し、「項目から選択」ボタンをクリック
します。

　新しく任意のフォルダ
ーを項目として登録する
には、「項目を追加」ボ
タンをクリックします。
　右の画面で項目として
追加するフォルダーを指
定します。

①項目を追加

②名前の変更
　新しく任意のフォルダーを項目として登録す
るには、「項目を追加」ボタンをクリックします。
③項目を削除
　選択されている項目を削除します。
④設定を保存
　現在の項目の設定を保存します。次回「項目
から選択」をクリックしたときに、設定された
内容が表示されます。設定はユーザーアカウン
トごとに保存され、複数の設定を保存すること
はできません。なお、編集後に保存せず「OK」
または「キャンセル」を押した場合、設定を保
存するか確認を行うメッセージが表示されます。

⑤標準に戻す
　BackUp Nextをインストールしたときの標準
設定に戻します。「標準に戻す」をクリックす
ると任意に追加した項目はすべて削除されます。
ただし、「標準に戻す」をクリックしただけで
は表示内容が標準設定に戻るだけで確定されま
せんので、「設定を保存」をクリックしてください。

　次の画面が表示されますので、項目を選択し
ます。標準設定では「Users」フォルダーの下
にあるフォルダーが項目として登録されていま
す。

「項目から選択」を選択

「項目」にチェックを入れて選択

1

2

❷クリック

❸クリック

①
②
③
④
⑤

　項目を追加しただけでは設定は保存されません。
次回以降のバックアップ時もその項目を使用する
場合は、必ず設定を保存するようにしてください。

Professional版のみ

❶選択
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Professional版のみ

ファイルの絞り込み
　ファイルバックアップ方式で「バックアップする対象を個別に選択する」を指定した場合、ファ
イルの種類や更新日によりファイルの絞り込みを行うことができます。これにより必要なファイル
のみバックアップすることができますので、バックアップする容量を減らすことができます。
　なお、復元時も同様にファイルを絞り込んで復元を行うことができます。

　ファイルバックアップ方式では、ウィザード
で「絞り込み設定」タブが追加され、ファイル
の絞り込みと除外を行うことができます。

　ファイルの絞り込みを行うには、「以下の条
件に合致するファイルのみをバックアップす
る」のチェックボックスにチェックを入れます。
　チェックを外した場合、絞り込みの設定がさ
れていても絞り込みは行われません。

「絞り込み」設定を選択1

ファイルのプロパティ
　ファイルを右クリックしたときに表示されるメニ

ューで「プロパティ」を選択すると、選択したファイルに関す
るプロパティ画面が表示されます。プロパティ画面では、ファ
イルの場所やサイズ、更新日時などを確認できます。
　BackUp Nextでは、これらの情報を元にファイルの絞り込
みを行います。絞り込みがうまく行われない場合は、ファイル
のプロパティを確認し設定を変更してみてください。

❶「絞り込み設定」
　タブを選択

絞り込みの選択2

❷チェックを入れる
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全て：更新日による絞り込みは行わず、全て
のファイルが対象となります。

範囲：選択した更新日の範囲内にあるファイ
ルが対象となります。

以降：選択した更新日以降のファイルが対象
となります。

以前：選択した更新日以前のファイルが対象
となります。

●ファイル名による絞り込み
　「追加」ボタンをクリックします。

●更新日による絞り込み
　ファイルの「更新日」による絞り込みを行い
ます。西暦、月、日に直接数字を入力するか、
カレンダーを表示して日付を指定することもで
きます。

　絞り込みを行うファイルを、「ファイル名」、「更
新日」、「サイズ」から指定します。

　空欄に絞り込みを行いたい文字列を直接入力
します。入力する文字列については、ファイル
のみ対象となりフォルダーは対象外となります。
入力後は「OK」ボタンをクリックします。

絞り込むファイルを指定3

❸クリック

❺クリック

❹文字列を入力

〈文字列の入力例と条件〉
・ファイル名を指定して入力する場合は、フ
ァイル名と拡張子を入力します（例：
BackUp_Next.txt）。

・ワイルドカードは、記号「*」（半角のアスタ
リスク：0 個以上の任意の文字列）と「?」
（半角のクエスチョンマーク：１個の任意の
文字）が使用可能です（例：*.jpg、???.zip、
革命.*、??革命.pdf）。

・文字数の上限は256文字となり、登録でき

る数に制限はありません。
・ファイル名に使用できない文字は入力できま
せん。

・登録した文字列は昇順にソートされます。
・ファイルの除外が有効の場合は、除外の条件
に合致したファイルはバックアップされませ
ん。

・登録した文字列を削除する場合は、削除する
文字列を選択して（青く反転させて）「削除」
ボタンをクリックします。すべての文字列を
削除する場合は、「クリア」ボタンで行います。
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●サイズによる絞り込み
　ファイルサイズによる絞り込みを行います。
ファイルサイズはキロバイト（KB）で入力し
ます（参考：1MB＝1024KB）。

全て：サイズによる絞り込みは行わず、全て
のファイルが対象となります。

等しい：指定したサイズと一致するファイル
が対象となります。

以上：指定したサイズ以上のファイルが対象
となります。

以下：指定したサイズ以下のファイルが対象
となります。

入力後の画面例
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ファイルの除外
　ファイルバックアップ方式で「バックアップする対象を個別に選択する」を指定した場合、入力
した条件に合致したファイルを除外することができます。これにより必要なファイルのみバックア
ップすることができますので、バックアップする容量を減らすことができます。
　なお、復元時も「復元対象の選択」画面で同様にファイルの除外を行うことができます。

　ファイルバックアップ方式では、ウィザード
で「絞り込み設定」タブが追加され、ファイル
の絞り込みと除外を行うことができます。

「絞り込み設定」タブを選択1

❶「絞り込み設定」
　タブを選択

　ファイルの除外を行うには、「以下の条件に
合致するファイルをバックアップ対象から除外
する」のチェックボックスにチェックを入れま
す。
　チェックを外した場合、除外の設定がされて
いても除外は行われません。

　空欄に除外を行いたい文字列を直接入力しま
す。入力する文字列については、ファイルのみ
対象となりフォルダーは対象外となります。入
力後は「OK」ボタンをクリックします。

〈文字列の入力例と条件〉
・ファイル名を指定して入力する場合は、フ
ァイル名と拡張子を入力します（例：
BackUp_Next.txt）。

・ワイルドカードは、記号「*」（半角のアスタ
リスク：0 個以上の任意の文字列）と「?」（半
角のクエスチョンマーク：１個の任意の文字）
が使用可能です（例：*.jpg、???.zip、革命

　「追加」ボタンをクリックします。

絞り込みの選択

除外するファイルを指定

2

3

❷チェックを入れる

❸クリック

❺クリック

❹文字列を入力

Professional版のみ
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.*、??革命.pdf）。
・文字数の上限は256文字となり、登録でき
る数に制限はありません。

・ファイル名に使用できない文字は入力できま
せん。

・登録した文字列は昇順にソートされます。
・ファイルの除外が有効の場合は、除外の条件
に合致したファイルはバックアップされませ
ん。

・除外するファイルには、初期設定でいくつか
の文字列が登録されています。文字列を削除
する場合は、削除する文字列を選択して（青
く反転させて）「削除」ボタンをクリックし
ます。初期設定に戻す場合は、「標準に戻す」
ボタンをクリックします。

入力後の画面例
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FTP サーバーにバックアップ
　ファイルバックアップ方式では、バックアップの保存先としてFTPサーバーの共有フォルダー
を指定し、バックアップを行うことができます。

　詳細バックアップ（ファイルバックアップ方
式）で手順5（Next 2-17ページ）までの操
作を行います。

　「FTPサーバーに接続」をクリックします。

　次の画面が表示されますので、FTPサーバー
に接続するためのユーザー名、パスワードを入
力します。

　フォルダーツリーにFTPサーバーが表示されますので、バックアップ先となる共有フォルダー
を選択します。以降は、詳細バックアップ（ファイルバックアップ方式）の手順6からの操作と
同じになります。

バックアップ対象の選択

FTPサーバーに接続

FTPの設定

バックアップの保存先を選択

1

2

3

4

Professional版のみ

❸クリック

❶クリック

❷接続に必要な情報を入力

❹バックアップ先とする共有フォルダーを指定
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ネットワークドライブにバックアップ
　詳細バックアップでは、ネットワークドライブを指定してバックアップを行うことができます。

　詳細バックアップのウィザードでバックアッ
プ対象を選択し「バックアップ保存先」タブに
進みます。

　「ネットワークを追加」をクリックします。

　次の画面が表示されますので、「参照」ボタ
ンをクリックしてネットワークドライブをツリ
ーの中から選択するか、入力欄下の例を参考に
ネットワークドライブのフォルダー名（ネット
ワークパス）を直接入力します。ユーザー名、
パスワードを入力して「OK」をクリックします。

　「保存先フォルダー」には、指定したネットワークドライブのパスが表示されます。以降は、詳
細バックアップの操作と同じとなりますので、「次へ」をクリックします。

バックアップ対象の選択

ネットワークを追加

ネットワークドライブの指定

バックアップの保存先を選択

1

2

3

4

❹クリック

❺クリック

❷バックアップ先とするネットワークドライブを入力

❸接続に必要な情報を入力

¥¥から始まるネットワーク
ドライブが表示されます。

❶クリック
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スケジュールの設定
　Windows の「タスク スケジューラ」にスケジュールを登録し、指定したタイミングでド
ライブのバックアップを行うことができます。スケジュールは日単位、月単位などのほかに、
Windowsのイベント発生時にも設定することができます。

　バックアップ対象とバックアップ先を指定し、
「スケジュールの設定」タブをクリックします。

　「フルバックアップ」、「差分バックアップ」、「増分バックアップ」の中からバックアップの種類
を選択します。Windows PE起動用ディスクで起動した場合は、「差分バックアップ」、「増分バッ
クアップ」は選択できません。
　セクターバックアップ方式で「差分バックアップ」または「増分バックアップ」を行う場合は、「タ
スク」は10個まで作成できます。「差分バックアップ」、「増分バックアップ」にはいくつかの制
限がありますので、「バックアップの種類について」を参照してください。

　バックアップの種類、スケジュール内容を設
定した後、「次へ」をクリックすると設定内容
が有効になります。

「スケジュールの設定」を選択 各項目を設定　

A バックアップの種類

1 2

A

B

C
D

　BackUp Nextでは、設定した内容で「タスク」が作成され、以降のバックアップは「タスク」の内
容に従ってバックアップが行われます。そのため、バックアップの種類で「フルバックアップ」を選択
すると、次回以降のバックアップも「フルバックアップ」が行われることになります。
　差分または増分でバックアップを行いたい場合は、必ずここで「差分バックアップ」または「増分バ
ックアップ」に変更するようにしてください。

❶クリック

❷各項目を設定後、クリック

選択したスケジュー
ルの種類により、表
示が変わります。
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　バックアップを行うスケジュールを設定します。Windows PE起動用ディスクで起動した場合
は、「スケジュール」の選択はできません。
　選択したスケジュールの種類により、画面右側の表示が変わります。

B スケジュールの設定

◦今すぐ実行する
　スケジュールを設定せずにバックアップウィザ
ードの完了後すぐにバックアップが開始します。

◦１回のみ実行する
　開始日と開始時間を指定し１回のみスケジュ
ールバックアップを行います。

◦日単位のスケジュール
　開始日とバックアップを実行する日（「毎日」、
「平日」、「間隔（2～ 365を指定）」のいずれか）、
開始時刻を設定します。

◦週単位のスケジュール
　バックアップを実行する曜日と間隔（１～
52を指定）、開始時刻を設定します。

◦月単位のスケジュール
　バックアップを実行する月、実行日（１～
31を指定）、間隔（週、曜日を指定）、開始時
刻を設定します。

◦イベント発生時
　日時や曜日ではなく、Windowsの特定の動
作が行われた際にバックアップを実行します。
選択できる動作は、「ログオン時」、「ログオフ
時」、「コンピューター起動時」、「シャットダウ
ン時」の起動、終了に関するもの、USBデバ
イスの接続を監視して行うもの、Windowsの
「イベントビューアー」に登録されるような警
告やエラーの発生時に行うものに分けられます。



Next 2 - 30

Point
　Windows の起動時はWindows やアプリケ
ーションなどがディスクへのアクセスを頻繁に行
っているため、バックアップを行うと起動に時間
を要するようになるなどの問題が発生することが
あります。
　このような場合には、遅延バックアップで時間を
ずらすことで、問題が改善できることがあります。

「Windows イベント発生時」設定について

USB デバイス接続時のバックアップ

　スケジュールの設定項目のうち、「イベント発生時」中の「Windowsイベントの発生時」
を選択した場合、「追加」ボタンでバックアップを実行するイベントログを指定します。
　Windowsのさまざまなイベントを指定できますが、この項目の動作や意味についてはWindowsの
機能に関する内容となるため、サポート対象外とさせていただきます。Windowsのヘルプやマイクロ
ソフト社のWebサイトなどで確認してください。

　バックアップを実行するタイミングを「USBデバイスの接続時」とした場合は、バックア
ップ先として指定したUSBデバイスが接続されたタイミングでバックアップが行われます。このバッ
クアップには、以下のような注意事項、制限事項があります。

・「USBデバイスの接続時」のオプションは、バッ
クアップファイルの保存先が、USBハードディ
スク、またはUSBメモリーの場合に選択可能と
なります。

・バックアップファイルの保存先となるUSBデバ
イスの型番とシリアルナンバー、ドライブ文字を
記録していますので、そのUSBデバイスが接続
され、同じドライブ文字の場合にのみバックアッ
プが開始されます。バックアップ先として指定し
ていないUSBデバイスが接続されても、バック
アップは行われません。

・ハードディスク・SSDの交換が可能なUSBケー
スや変換コネクタを使用する場合、バックアップ
を設定したハードディスク・SSDとは別のハー
ドディスク・SSDに交換しても、シリアルナン
バーが同じになることがあります。このような場
合は、同一と見なされてバックアップが実行され
てしまいます。

ックアップが実行されると午前０時までは再
度バックアップは行われません。

・接続の検出は、ユーザーのログオン中のみとな
ります。コンピューターの電源を落としている
間にデバイスを接続し、その後コンピューター
を起動したとしてもログオン時にバックアップ
は行われません。

・USBデバイスが接続されてバックアップを開
始する前に、以下の確認メッセージが表示され
ます。このメッセージが表示されてから30秒
経過するか「はい」をクリックするとバックア
ップが開始されます。「いいえ」をクリックし
た場合は、バックアップは行われません。

・バックアップ開始の遅延時間
　「ログオン時」と「コンピューター起動時」
を選択した場合、「バックアップ開始の遅延
時間」を１～ 60分間で指定できます。０分
を指定した場合は、遅延せずにすぐバックア
ップが実行されます。

・１日1回のみにする
　指定した実行タイミングでバックアップを
行う回数を、1日1回とするように制限しま
す。このオプションを指定した場合、一度バ
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Point
　バックアップの種類を「差分バックアップ」、スケジュールで「日単位のスケジュール」を「毎日」に
設定した場合、「７回ごと」に新しいサイクルを作成することで、日曜日はフルバックアップし、それ以
外の日は差分バックアップにするというような運用ができます。
　スケジュールと組み合わせることで柔軟な運用が可能となります。

1回目の
サイクル

2回目の
サイクル

3回目の
サイクル
の開始

　3回目のサイクルのフルバッ
クアップ（3個目）が完了する
と同時に、1回目のサイクルで
作成されたバックアップファイ
ル（.hdb、.hdx）がすべて削
除されます。
　以後、これが繰り返されます。

　「サイクル設定」は、定期的にフルバックアップを取り直す機能です。フルバックアップを行っ
てから、次のフルバックアップを行うまでの期間を、BackUp Nextでは「サイクル」といいます。
新しいサイクルが作成されるまで（次のフルバックアップが行われるまで）のバックアップ回数は、
最大100回まで指定できます。
　例えば、「７」回ごとに新しいサイクルを作成するとした場合、「１つのフルバックアップファイ
ル」と「６つの差分バックアップファイル」が作成され、これが１サイクルとなります。このとき
作成されるバックアップファイル群をまとめて、「サイクルバックアップファイル」といいます。
　「保存するサイクル数」では、いくつのサイクル（サイクルバックアップファイル）を残すかを
指定します。サイクルは最大60まで指定でき、指定した数を超えてバックアップが行われた場合
は、古いサイクルから順に削除されます。
　ただし、バックアップの種類を「フルバックアップ」としてサイクル設定を行う場合、毎回フル
バックアップが行われることになりますのでサイクル回数の指定はできませんが、「保存するサイ
クル数」でいくつのフルバックアップファイルを残すかを指定できます。

C サイクルの設定

（例）「差分バックアップ」で「3」回ごとに新しいサイクルを作成し、
保持するサイクル数を「2」と設定した場合

バックアップ回数 バックアップの種類

1回目 フルバックアップ（1個目）
2回目 差分バックアップ
3回目 差分バックアップ

7回目 フルバックアップ（3個目）

4回目 フルバックアップ（2個目）
5回目 差分バックアップ
6回目 差分バックアップ

➡

➡

➡

　スケジュールバックアップを実行する際に、コンピューターがスリープ／休止状態であった場合、
スリープ／休止状態を解除してバックアップを行います。スケジュールで「1回のみ実行する」、「日単
位のスケジュール」、「週単位のスケジュール」、「月単位のスケジュール」が選択されている場合にオ
プションを指定できます。
　「バックアップ完了後に実行する操作」（Next 2-36ページ）と組み合わせることで、スケジュール
で指定した時間に休止状態から復帰し、バックアップ完了後に再び休止状態とすることもできます。
　なお、スリープ／休止状態からの復帰は、コンピューター、およびWindowsの設定変更が必要と
なる場合があり、環境によっては、このオプションを使用できません。

D スリープ／休止状態を解除して実行
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バックアップの種類
　BackUp Nextには３種類のバックアップ機能があります。
　ここでは、それぞれのバックアップの特徴について説明します。

フルバックアップ

　フルバックアップは選択したディスク、または選択したファイル、フォルダーをすべてバックア
ップする方式です。時間の経過とともにファイルが増えていくような環境を毎回フルバックアップ
する場合、バックアップファイルも少しずつ大きくなっていきます。また、よりバックアップに時
間がかかるようになります。

バックアップ元 バックアップファイル

フルバックアップ１回目

２回目

３回目

４回目

フルバックアップ

フルバックアップ

フルバックアップ

フルバックアップしたときのファイル構成
　バックアップを行うと、拡張子が.hdbのバックアップファイルと、拡張子が.hdxのインデ

ックスファイルがペアで作成されます。

フルバックアップファイル

バックアップファイルのインデックスファイル

ファイルを分割する設定にした場合、指定した分割
サイズで 001、002…とファイルが作成されます。

フルバックアップ.hdb
フルバックアップ.001
フルバックアップ.002
フルバックアップ.003

フルバックアップ.hdx

…………

………

…………

　バックアップファイル（HDBファイル）、インデックスファイル（HDXファイル）、タスクファイル（ETX
ファイル）は必ずセットにして同じフォルダーに保存してください。必要なファイルが存在しない場合は
復元ができません。
　また、各ファイルのファイル名は変更しないでください。

このほかに拡張子が.etxのタスクファイルが作成されます。
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バックアップ元 バックアップファイル

フルバックアップから変更されたデータを
毎回バックアップします。

変更された部分フルバックアップ時
の部分

フルバックアップ

差分バックアップ

差分バックアップ

差分バックアップ

１回目

２回目

３回目

４回目

差分バックアップ

　差分バックアップは、初回にフルバックアップを行い、2回目以降は基準となるフルバックアッ
プから変更されたファイルまたはセクターをバックアップする方式です。フルバックアップファイ
ルと復元したい差分バックアップファイルの組み合わせで、どの状態で復元するかを選べます。
　セクターバックアップ方式では、差分バックアップを行うことができるファイルシステムは
FAT32とNTFSとなり、設定できるバックアップタスクの数は、差分、増分を合わせて10個まで
となります。

差分バックアップをしたときのファイル構成
　差分バックアップでは最初にフルバックアップファイルが作成され、次回からはフルバッ

クアップと同じファイル名の後ろにDIFの文字が入った差分バックアップファイルが作成されます。以
降差分バックアップを行うごとに001、002・・・と差分バックアップファイルが作成され、上限は
999（999回）となります。

２回目の差分バックアップファイルのインデックスファイル

１回目の差分バックアップファイルのインデックスファイル

２回目の差分バックアップファイル

１回目の差分バックアップファイル

フルバックアップのインデックスファイル

差分バックアップ.hdb
差分バックアップ.001
差分バックアップ.002
差分バックアップ.003
差分バックアップ.hdx

差分バックアップ_DIF_001.hdb
差分バックアップ_DIF_001.hdx
差分バックアップ_DIF_002.hdb
差分バックアップ_DIF_002.hdx

……………………

………………………

…………
…………
…………
…………

３回目の差分バックアップのインデックスファイル差分バックアップ_DIF_003.hdx …………

1つ前のインデックスファイルのバックアップ差分バックアップ.hdx.old …………………

３回目の差分バックアップファイル（指定した分割
サイズを超えた場合は、フルバックアップと同様に
ファイルが分割されます。

差分バックアップ_DIF_003.hdb
差分バックアップ_DIF_003.001
差分バックアップ_DIF_003.002

………

フルバックアップファイル（指定した分割サイズを超えた場
合は、ファイルが分割されます）

Point
　インデックスファイル（下の
コラム参照）には、バックアッ
プしたフォルダーやファイルの
情報が記録されています。差分
や増分バックアップを行うと、
バックアップ終了後にフルバッ
クアップファイルのインデック
スファイルも同時に更新されま
す。

このほかに拡張子が.etxのタスクファイルが作成されます。
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増分バックアップ

　増分バックアップは、初回はフルバックアップを行い、2回目はフルバックアップから変更されたファ
イルまたはセクターのみ、3回目は2回目から変更されたファイルまたはセクターのみバックアップする
方式です。以後、同様に直前に行ったバックアップファイルからの変更分をバックアップします。
　最新の状態に復元するには、初回のフルバックアップから2回目、3回目……と順に復元を行ってい
く必要があります。
　セクターバックアップ方式では、増分バックアップを行うことができるファイルシステムはFAT32と
NTFSとなり、設定できるバックアップタスクの数は、差分、増分を合わせて10個までとなります。

バックアップ元 バックアップファイル

直前のバックアップから変更された
データのみバックアップします。

変更された部分フルバックアップ時
の部分

フルバックアップ

増分バックアップ

増分バックアップ

増分バックアップ

１回目

２回目

３回目

４回目

　増分バックアップの場合、途中
のファイルを削除すると以降の復
元ができなくなります。破損して
ファイルが読めなくなった場合も
同様です。例えば、下記の構成
で「増分バックアップ_ INC _002.
hdb」を削除すると、1回目の増分
バックアップは復元できますが、
3回目の増分バックアップを復元
することができません。

増分バックアップをしたときのファイル構成
　増分バックアップでは最初にフルバックアップファイルが作成され、次回からはフルバック

アップと同じファイル名の後ろにINCの文字が入った増分バックアップファイルが作成されます。以
降増分バックアップを行うごとに001、002・・・と増分バックアップファイルが作成され、上限は
999（999回）となります。

２回目の増分バックアップファイルのインデックスファイル

１回目の増分バックアップファイルのインデックスファイル
２回目の増分バックアップファイル

１回目の増分バックアップファイル

フルバックアップのインデックスファイル

増分バックアップ.hdb
増分バックアップ.001
増分バックアップ.002
増分バックアップ.003
増分バックアップ.hdx

増分バックアップ_INC_001.hdb
増分バックアップ_INC_001.hdx
増分バックアップ_INC_002.hdb
増分バックアップ_INC_002.hdx

……………………

………………………

…………
…………
…………
…………

３回目の増分バックアップのインデックスファイル増分バックアップ_INC_003.hdx …………

1つ前のインデックスファイルのバックアップ増分バックアップ.hdx.old …………………

３回目の増分バックアップファイル（指定した分割
サイズを超えた場合は、フルバックアップと同様に
ファイルが分割されます。

増分バックアップ_INC_003.hdb
増分バックアップ_INC_003.001
増分バックアップ_INC_003.002

………

フルバックアップファイル（指定した分割サイズを超えた場
合は、ファイルが分割されます）

このほかに拡張子が.etxのタスクファイルが作成されます。
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オプションの設定
　バックアップを行う際、作成されるバックアップファイルやバックアップ方式のほか、各種オプ
ションを指定することができます。

　バックアップ対象とバックアップ先を指定し、
「オプションの設定」タブをクリックします。

　各項目を設定した後、「開始」をクリックす
るとバックアップが開始します。

「オプションの設定」を選択 各種項目を設定1 2

❶クリック

❷各項目を設定後、クリック

 バックアップファイルに関する設定

a圧縮
　バックアップファイルを圧縮するかどうかを
選択します。

b暗号化
　バックアップファイルを暗号化するかどうか
を選択します。128ビットと256ビットが選択

でき、256ビットのほうが暗号化の強度は高
くなりますが、バックアップ速度はやや低下し
ます。
　暗号化を行うにはパスワードの入力が必要で
す。セクターバックアップ方式では選択できま
せん。

a

c

d

e
f

g

h

i

b

Professional版のみ
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 バックアップの動作に関する設定

cパスワード
　バックアップファイルを復元するためのパス
ワードを設定します。パスワードは、英数字で
16文字まで指定できます。

eバックアップ方式
　バックアップの方式を変更することができま
す。標準では「ARK VSS」が指定されていま
すが、問題が生じた際に他のバックアップ方式
に変更することでバックアップができる場合が
あります。Windows PE起動用ディスクで起
動した場合は変更できません。
VSS方式
　ボリュームシャドウコピーサービス（VSS）
を使用したバックアップ方式になります。マイ
クロソフト社のMicrosoft VSS か、アーク情
報システムのARK VSSを選択できます。ARK 
VSS は、FAT32、exFAT の環境でもバック
アップできます。
EWF方式
　セクターバックアップ方式でバックアップ
を行う場合にEWF方式を選択できます。EWF
方式には注意事項がありますので、バックアッ
プを行う前にNext 1-25ページを確認してく
ださい。

f一時ファイル
　「一時ファイル」は、バックアップ中に変更
されたファイルを格納するファイルです。
　ボリュームシャドウコピーサービス（VSS）を使用
する場合、変更前のファイルを一時ファイルに
格納します。EWF方式を使用する場合、変更
されたファイルを一時ファイルに格納します。
　この一時ファイルのサイズは1～100GBの
間で指定できますが、指定した一時ファイルの
サイズを変更量が超えると、バックアップは途

dバックアップファイルの分割サイズ
　バックアップファイルのサイズを変更でき
ます。分割サイズは、分割なし、4GB、8GB、
25GB、50GBから指定できます。
　なお、分割する場合は、DVD/BDの各メデ
ィアに収まるサイズでファイルが分割されます。

中でキャンセルされエラーとなります。
　Microsoft VSSを選択した場合、一時ファ
イルのサイズは変更できません。

gバックアップ完了後に実行する操作
　「スリープ」「休止状態」「シャットダウン」「再
起動」の中から、バックアップが完了した後の
コンピューターの動作を指定します。スケジュ
ールを設定している場合は、スケジュールによ
るバックアップが完了するごとに毎回指定した
動作が行われます。Windows PE起動用ディ
スクで起動した場合は、「スリープ」と「休止
状態」は選択できません。

hバックアップの動作制限
　バックアップ開始時に、既に作成されている
バックアップファイルの総容量が、指定したサ
イズを超えている場合、バックアップを開始で
きないようにします。サイズを超えた場合はメ
ッセージが表示され、バックアップを開始でき
ません。容量を緩和するか、古いバックアップ
ファイルを削除してください。
　なお、バックアップファイルの容量はバック
アップタスクごとに計算されるため、バックア
ップファイルの保存先に他のタスクで作成され
たバックアップファイルがある場合、そのファ
イルは容量に含まれません。

iネットワーク帯域
　転送速度を制限することでネットワークへの
負荷を減らすことができます。

Professional版のみ
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タスクとログ
　メイン画面では、バックアップ・復元を行うとタスクとログが追加されます。タスクをクリック
することで、設定内容や動作状況を確認することができます。

a

c

d

e

b

手動で差分または増分バックアップを行う（スケジュールを設定せずに差分・増分バックアップ）

　タスクとログの画面で、バックアップ
を行ったタスクを右クリックし、「バックアップ」を
選択することにより、スケジュールを設定せずに
差分または増分バックアップを行うことができます。
　なお、フルバックアップを行ったタスクで同様
の操作を行うと、オプションは同じ設定のまま、
別のファイル名で新たにフルバックアップが行わ
れます。

❶右クリック ❷選択
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❷バックアップの詳細が表示

タスクを右クリックするとメニューが表示 Point
　タスクのみ削除した場合は、バックアップファイ
ル（HDBファイル）は削除されずに残ります。
　復元は、「バックアップファイルを直接選択」で
復元したいHDBファイルを指定することにより行
うことができます。

　復元の途中でキャンセルを行うと、システム
ドライブではファイルの整合性が取れなくなり、
Windowsに問題が発生する危険性があります。
　できる限り復元中のキャンセルは行わないようにして
ください。

バックアップ：登録されたタスクの内容で再度バックアップを行います。
詳細復元：復元ウィザードを起動し、復元を行うことができます。
削除：下の画面が表示されますので、削除する項目を選択します。
タスクをキャンセル：実行中のバックアップまたは復元を途中でキャンセルします。
バックアップ終了後シャットダウン[1回のみ]：バックアップ終了後にコンピューターをシャ
ットダウンします（Next 2-44ページ参照）。

❶バックアップのタスクをクリック

a「バックアップ」のタスク
　バックアップを行うとメイン画面左側のバックアップ欄にバックアップタスクが登録されます。
　バックアップタスクを１つ選択すると、画面右側にそのタスクの詳細が表示され、バックアップ
の種類やスケジュール、指定したオプションなどを確認できます。

❸バックアップタスクの詳細を設定
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　「詳細設定」ボタンをクリックすると、そのバックアップタスクの内容をさらに詳しく確認
できます。また、後から設定を変更することもできます。

●「基本情報」タブ
　「基本情報」タブでは、バックアップを行
う際に指定したバックアップの名前、バック
アップの種類、バックアップ元、バックアッ
プの保存先の内容が確認できます。

●「絞り込み設定」タブ
　「絞り込み設定」タブでは、ファイルバッ
クアップ方式でバックアップを行う際に「フ
ァイルの絞り込み」タブで設定した内容が確
認できます。セクターバックアップ方式では
このタブは表示されません。

　　　　　タスク名を変更しても、バックアップ
ファイル内に記録されているタスク名は変
更されません。

　絞り込みの設定を変更すると、差分や増
分バックアップを行っている場合はフル
バックアップの取り直しとなります。

タスク名を変更する場合にクリック

バックアップファイルの
保存先が開きます。

バックアップ時の「絞り込み設定」
タブと同じ画面が表示され、設定
を変更できます。

〈タスクの詳細設定〉
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●「スケジュール設定」タブ
　「スケジュール設定」タブでは、バックア
ップを行う際に「スケジュールの設定」タブ
で設定した内容と実行状況が確認できます。

●「スケジュール設定」タブ
　「スケジュール設定」タブでは、バックア
ップを行う際に「スケジュールの設定」タブ
で設定した内容と実行状況が確認できます。

・「週に一回、バックアップを自動的に行
う」のチェックボックスは、「簡単バ
ックアップ」でバックアップしたタス
クのみ選択可能です。動作については、
Next 2-10ページを参照してください。

・「スケジュールを変更」ボタンは、「簡単
バックアップ」でバックアップしたタス
クでは無効となります。

・スケジュールの設定を変更すると、差分
や増分バックアップを行っている場合は
フルバックアップの取り直しとなるパタ
ーンがあります。

　オプションの設定を変更すると、差分や
増分バックアップを行っている場合はフル
バックアップの取り直しとなるパターンが
あります（例：「圧縮あり」を「圧縮なし」
に変更）。

バックアップ時の「スケジュール
設定」タブと同じ画面が表示さ
れ、設定を変更できます。

バックアップ時の「オプションの
設定」タブと同じ画面が表示さ
れ、設定を変更できます。

「簡単バックアップ」でバックアッ
プしたタスクのみ設定できます。
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タスクの表示色
　タスクの色はバックアップを行った方式により異なり、以下のような配色となっています。復

元のタスクも同様の色となります。

　灰色のタスクが存在すると、メイン画面起
動時に右のメッセージが表示されます。保存
先が外付けハードディスクのような場合は、
再接続するか電源をオンにしてください。バ
ックアップの保存先を移動した（ドライブ文
字の変更を含む）場合は、ドライブ文字を元
に戻すか、そのタスクを削除して「バックア
ップファイルからタスクを再構成」（2-49ペ
ージ）を行い再登録してください。

赤色　タスクの実行中は赤色となります。処理が
終了すると、バックアップ方式に応じたタスクの
色となります。

桃色　「タイムスライスバックアップ」を設定し
たタスクが桃色で表示されます。

紫色　詳細バックアップで「ファイルバックアッ
プ方式」を選択したタスクが紫色で表示されます。

青色　詳細バックアップで「セクターバックアッ
プ方式」を選択したタスクが青色で表示されます。

緑色　簡単バックアップで「システムドライブ」
を選択したタスクが緑色で表示されます。

黄緑色　簡単バックアップで「システムディスク」
を選択したタスクが黄緑色で表示されます。

灰色　保存先として指定されているフォルダーに
バックアップファイルが存在しないか、アクセス
できない場合は灰色で表示されます。また、旧バ
ージョンで作成したタスクで継続して使用できな
いタスクも灰色で表示されます。

黄色　Ver.5.0.4以前で作成したタスクは黄色で
表示されます。復元はできますが、バックアップ
を継続して行うことはできません。
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b「復元」のタスク
　復元を行うとメイン画面左側の復元欄に復元タスクが登録されます。
　タスクには保存先や日時が表示され、バックアップタスクを１つ選択すると、画面右側でバック
アップの種類やスケジュール、指定したオプションなどが確認できます。

❷復元の詳細が表示

❶復元のタスクを1つクリック

削除：右の画面が表示されますの
で、削除する項目を選択します。

タスクをキャンセル：実行中のバ
ックアップまたは復元を途中で
キャンセルします。

タスクを右クリックするとメニューが表示

　復元の途中でキャンセルを行
うと、ファイルの整合性が取れ
なくなり、Windowsに問題が
発生する危険性があります。
　できる限り復元中のキャン
セルは行わないようにしてく
ださい。
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　復元の途中でキャンセルを行
うと、ファイルの整合性が取れ
なくなり、Windows に問題が
発生する危険性があります。
　できる限り復元中のキャンセ
ルは行わないようにしてくださ
い。

cログ
　ログでは、バックアップやWindows上で復元を行う場合の進行状況と状態が確認できます。
　バックアップ・復元でエラーが発生したような場合はその情報が表示されます。「状態」欄に「完
了」と表示されていない場合は、ログを右にスクロールし「情報」欄で内容を確認してください。

　ログ上で右クリックするとメニューが表示され、各操作を行うことができます。
右クリックするとメニューが表示

タスクを再起動：登録されたタスクの内容で、バックアップまたは復元を再度実行します。
タスクをキャンセル：バックアップまたは復元を途中でキャンセルします。
タスクログ：下の画面が表示されます。
バックアップ設定：次ページのPointを参照してください。

エラーの内容が表示されます
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dログの表示設定
　ログの表示を期間や状態に応じて変更できます。タスクが多数登録されている場合に、表示する
内容を絞ることでログが見やすくなります。
　「ログの保存」をクリックするとログとタスクの内容をテキストファイルで保存できます。

Point
　バックアップの実行中にログの中で実行中のタスクを「右クリック」し、「バックアップの設定」→「バ
ックアップ終了後シャットダウン [1 回のみ ]」を選択することで、バックアップ終了後にコンピュータ
ーをシャットダウンすることができます。シャットダウンは、タスクの右クリックメニューからも行うこ
とができます。
　ただし、「バックアップ完了後に実行する操作」（Next 2-36 ページ）で動作が指定されている場合でも、
設定に関係なくシャットダウンが実行されます。また、「スケジュールの設定」で「イベント発生時」を
選択し（Next 2-29 ページ）、「ログオン時」または「シャットダウン時」を指定している場合は実行さ
れません。

右クリックするとメニューが表示

選択

メイン画面起動時の復元タスクとログの登録
　復元したタスクとログは、復元後に最初にメイン画面を起動した際に追加されます。このと

き、Windows のアクションセンターには、復元する方式により以下の通知が表示されます。

●ネイティブ環境で復元時 ●回復環境またはWindows PE起動用ディス
クで復元時
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　カレンダー日付の色は、エラーの赤色、警告
の黄色が優先して表示されます（エラーと情報
がある場合はエラーが優先）。例えば、同日に
行った複数のバックアップの１つがエラーと
なった場合、それ以外のバックアップが正常に
行われていても赤色で表示されます。
　ただし、今日の日付を表すピンクは最優先で
表示されるため、エラーの有無はログで確認し
てください。

eカレンダー
　メイン画面で「カレンダーを表示」ボタンをクリックすると、バックアップ状況を示すカレンダ
ーが表示されます。
　表示される色はそれぞれ次のようになります。

ピンク：今日の日付
緑：バックアップが行われた日
赤：エラーが発生
黄：操作は完了したが警告あり

保存先フォルダー名と保存ファイル名の命名規則
　BackUp Nextでバックアップを行うと、以下の命名規則によって「保存先フォルダー名」

と「保存ファイル名」が自動的に入力されます。なお、詳細バックアップを行う場合は任意の名前に変
更可能ですが、後から見て分かりやすい名前にしておくことをおすすめします。

保存先フォルダー名：「BackUpNext_バックアップ方式_作成年月日と時刻」
※「バックアップ方式」の文字は選択したバックアップ方式により異なり、SB（簡単バックアップ）、
NB（詳細バックアップ）、TS（タイムスライスバックアップ）となります。

※入力できる「保存先フォルダー名」は200文字までとなります。

保存先ファイル名：「ディスク型番_バックアップの種類_作成年月日と時刻_分類_世代数.hdb」
※「ディスク型番」には、初期値としてバックアップ対象のディスク名（先頭からスペースを含む

22文字）が入ります。
※「バックアップの種類」はどのようなバックアップを行ったかにより異なり、SDK（Welcomeバ
ックアップ、簡単バックアップのシステムディスク）、SDR（簡単バックアップのシステムドライ
ブ）、TMS（タイムスライスバックアップ）、SEC（詳細バックアップでセクターバックアップ方式）、
FIL（詳細バックアップでファイルバックアップ方式）が入ります。

※「分類」は、差分バックアップの場合「DIF」、増分バックアップの場合「INC」が入ります。
※「世代数」は、何世代目に該当するかの数字（001～）が入ります。
※拡張子「.hdb」ファイルの他に、同名の「.hdx」ファイルが作成されます。
※「保存ファイル名」として入力可能な文字数は最大で22文字までとなり、スペースも1文字とし

てカウントします。
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タスクとログのエクスポート
　登録されているバックアップの「タスク」と「ログ」の内容をエクスポート（ファイルに保存）す
ることができます。Windows PE起動用ディスクで起動した場合、エクスポートを行うことはできま
せん。

　タスクとログの情報が記載されているファイ
ル（拡張子がhdt）の保存先を指定します。

　指定した場所にファイルが保存されます。

ファイルの保存先を指定

ファイルの保存

3

4

　Arkランチャーで「バックアップ・復元」→
「HD革命/BackUp Next」を選択します。

BackUp Nextの起動1

　メイン画面で「ファイル」メニューをクリッ
クし、「タスクとログをエクスポート」を選択
します。

「タスクとログをエクスポート」を選択2

❶クリック

❷クリック

❸選択

❹保存先を指定

❺クリック

❻クリック

　保存するファイルの拡張子は変更しないでく
ださい。
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タスクとログのインポート
　タスクとログのエクスポートにより保存したhdtファイルをインポートします。インポートを行う
ことで、OSのインストールなどを行った後でも、タスクとログをエクスポートした時点の状態に戻す
ことができます。Windows PE起動用ディスクで起動した場合、インポートを行うことはできません。
タスクとログのインポートについての注意事項はNext 1-32ページを参照してください。

　タスクとログの情報が記載されているファイ
ル（拡張子がhdt）のファイルを指定します。

　タスクとログのインポートを開始します。

ファイルを指定

タスクとログのインポート開始

3

4

　Arkランチャーで「バックアップ・復元」→
「HD革命/BackUp Next」を選択します。

BackUp Nextの起動1

　　メイン画面で「ファイル」メニューをクリ
ックし、「タスクとログをインポート」を選択
します。

「タスクとログをインポート」を選択2

❶クリック

❷クリック

❸選択

❹ファイルを指定

❺クリック

❻クリック

　インポートを行うと現在登録されているタス
クとログ、バックアップのスケジュール設定が
全て破棄されます。必要であれば、事前にエク
スポートしておいてください。
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タスクとログのインポート完了5
　タスクとログがエクスポートした時点の状態に戻ります。

　Ver.5.1.0 以降では、Ver.5.0.4 以前（旧バージョンも含む）で作成
したバックアップタスクのインポートを行っても、そのタスクでバッ
クアップを継続（メイン画面で右クリックして「バックアップ」）する
ことはできません。
　その他の注意・制限事項は Next 1-32 ～ Next 1-34 ページを確認
してください。
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バックアップファイルからタスクを再構成
　メイン画面にタスクが登録されていないバックアップファイルからタスクを再構築することで、そ
のバックアップを行った時のタスクとログをメイン画面に追加することができます。タスクを再構築
するには、バックアップファイル（HDBファイル）と共に作成されるインデックスファイル（HDX フ
ァイル）とタスクファイル（ETXファイル）も同じ場所に保存されている必要があります。

　「検索」または「参照」ボタンをクリックします。

バックアップファイルを選択3
　Arkランチャーで「バックアップ・復元」→
「HD革命/BackUp Next」を選択します。

BackUp Nextの起動1

　メイン画面で「ファイル」メニューをクリッ
クし、「バックアップファイルからタスクを再
構成」を選択します。

「バックアップファイルからタスク
を再構成」を選択

2

❶クリック

❷クリック

❸選択

❹どちらかを選択

❼クリック

●バックアップファイルを検索
　検索場所を指定して「検索開始」をクリック
します。見つかったバックアップファイルが検
索結果に表示されますので、再構築したいバッ
クアップファイルを選択して「OK」をクリッ
クします。

❻選択

❺検索場所を指定
　して「検索開始」
　をクリック
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　再構築するタスクにチェックを入れて「OK」
をクリックします。

　再構築を行ったタスクとログがメイン画面に
追加されます。

　確認メッセージが表示されますので、「はい」
をクリックします。

タスクを選択

メイン画面に追加

4

5

❽チェックを入れる

　「参照」ボタンでバックアップファイルを指
定してタスクを再構築する場合、差分や増分の
バックアップファイルは「初回フルバックアッ
プ」したHDBファイルを選択してください。
　なお、タイムスライスバックアップとVer.4
以前で作成したバックアップファイルは、タス
クを再構成することができません。

❼クリック

❾クリック

●バックアップファイルを参照
　フォルダーツリーの中から再構築したいバッ
クアップファイルを選択して「開く」をクリッ
クします。

❻フルバックアップしたHDB
　ファイルを選択

❺ツリーからフォルダーを選択

同じ ID のタスクを登録
　メイン画面に同じIDをもつタスクが

既に登録されている場合は、上書きするかどう
かのメッセージが表示されます。このとき、「タ
スクの詳細設定」で設定した内容も、上書きす
るタスクの内容に合わせて変更されます。

�クリック
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Point
　タイムスライスバックアップでは、初期設定で
ユーザーフォルダーのいくつかの項目がバックア
ップ対象として指定されており、バックアップの
保存先は「空き領域が一番大きいドライブ」が指
定されています。これらは、各設定画面で変更が
可能ですが、タイムスライスが「ON」の状態で
設定が変更されると、フルバックアップの取り直
しが行われます。
　また、タイムスライスバックアップは、28日（4
週間）ごとに自動的にフルバックアップの取り直
しが行われるようになっています。

タイムスライスバックアップ
　タイムスライスバックアップは、ファイルバックアップ方式で一定間隔でスケジュールを設定して
増分バックアップを行う機能です。Windows PE起動用ディスクで起動した場合、タイムスライスバ
ックアップは使用できません。

　タイムスライスバックアップのメイン画面が
表示されます。スイッチを「オン」にして「OK」
をクリックすることで、「タイムスライスバッ
クアップ」のバックアップタスクが登録されま
す。

タイムスライスバックアップの設定3

クリックすると「オン」、「オフ」
が切り替わります。

リンクをクリックすると、設定を変更する
「詳細設定」画面が開きます。

　Arkランチャーで「バックアップ・復元」→
「HD革命/BackUp Next」を選択します。

BackUp Nextの起動1

❶クリック

❷クリック

　ツールバーで一番右の「タイムスライスバッ
クアップ」ボタンをクリックします。

「タイムスライスバックアップ」の選択2

❸クリック
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●詳細設定─バックアップ対象
　「バックアップ対象」タブでは、「ユーザーデ
ータ」を選択します。「項目を追加」ボタンを
クリックして、任意のフォルダーを追加するこ
ともできます。

●詳細設定─バックアップの保存先
　「バックアップの保存先」タブでは、バック
アップの保存先を指定します。

●詳細設定─スケジュール
　「スケジュール」タブでは、バックアップを
実行する間隔を指定します。

Point
　タイムスライスによるバックアップファイル
は、保存先として指定したドライブに作成され
た「BackUpNext_TS」フォルダーに保存さ
れます。保存先ドライブの直下に作成される
「TimeSliceFlag.xml」ファイルはバックアップ
の実行に必要なファイルとなりますので、削除し
ないようにしてください。

　　　　　タイムスライスバックアップを設定してバッ
クアップを繰り返し行うと、バックアップ先ディ
スク容量が不足してファイルが保存できなくな
ることがあります。この状態ではバックアップ
を継続できませんので、保存先を変更するかバッ
クアップファイルを削除してください。バック
アップにエラーが生じた場合、メイン画面のロ
グにエラーが記録されます。
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Point
　どちらのチェックボックスにもチェックを入れ
ずに「OK」または「キャンセル」ボタンをクリ
ックすると、次回のログオン（サインイン）時に
も「実行するタスクの選択」画面が表示されます。
　この画面は、表示されているタスクがなくなる
までログオン（サインイン）時に繰り返し表示さ
れます。

実行されなかったスケジュールを選択して実行
　指定した時間にバックアップを行うようにスケジュールを設定していても、コンピューターがシャ
ットダウン状態にあるような場合は実行されません。
　BackUp Nextでは、実行されなかったスケジュールがある場合、ログオン（サインイン）時に一覧
を表示し、選択したタスクのバックアップを実行することができます。
　ここでは、スケジュールを設定したバックアップタスクが実行されなかった場合の手順を説明します。

　コンピューターを起動してログオン（サイン
イン）を行います。

　「実行するタスクの選択」画面が表示されま
すので、「今すぐ実行」または「次回まで確認
しない」のどちらかのチェックボックスにチェ
ックを入れ、「OK」ボタンをクリックします。
　「次回まで確認しない」にチェックしたタス
クは、バックアップは行われずに次回のスケジ
ュールの実行時刻になるまでタスクは表示され
なくなります。

　「今すぐ実行」をチェックしたタスクのバックアップが連続して実行されます。この時のメイン
画面では、実行中のタスクと実行予定のタスクが赤色で表示され、ログではバックアップ実行中と
待機中であることが確認できます。

ログオン（サインイン）を行う

実行するタスクの選択

バックアップの実行

1

2

3

❶どちらかを選択

❷クリック
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Point
　複数のバックアップタスクを選択して実行する場合、同時にバックアップが行われるのではなく順番に
行われます。
　実行中のタスク以外は待機中となり、１つのバックアップタスクが終了すると次のバックアップタスク
が開始されるようになっています。

表示されるスケジュールの条件と制限事項

スケジュールバックアップの実行エラー

　実行されなかったスケジュールバックアップが「実行するタスクの選択」画面に表示されるには、
以下のような条件と制限事項があります。
・「実行するタスクの選択」画面に表示されるタスクは、「詳細バックアップ」で日時を設定する「1回
のみ」「日単位」「週単位」「月単位」のスケジュールが対象となり、「イベント発生時」は対象外とな
ります。

・「簡単バックアップ」で設定する「週に一回、バックアップを自動的に行う」のスケジュールと、「タ
イムスライスバックアップ」で設定されているスケジュールは対象外となります。

・バックアップの実行中はメイン画面が起動しますが、「Welcome バックアップ」と「バックアップ
の選択」画面は表示されません。

・スケジュールにより行われたバックアップがキャンセルやエラーで正常に完了しなかった場合は、ス
ケジュールが実行されていないと見なされ「実行するタスクの選択」画面に表示されます。

・「実行するタスクの選択」画面でタスクが残った状態になっていても、スケジュールによりバックア
ップが実行されて正常に完了した場合は表示されなくなります。

　スケジュールによるバックアップの実行時にエラーが発生すると、次回のログオン（サインイン）
時に以下の画面が表示されます。この画面では、エラーとなったタスク名が確認できます。

　メイン画面を起動すると、該当するタスクのログにエラーが表示されています。画面を右にスクロールし
「情報」欄でエラーの内容を確認してください。



第 3章

復　元

ここでは、BackUp Nextによってバックアッ
プファイルから、元の状態に復元する方法につ
いて説明します。
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復元方式について
　BackUp NextでWindowsが起動した状態からシステムドライブの復元を行うには、「ネイテ
ィブ環境で復元」と「回復環境で復元」があります。
　メイン画面の「設定」→「復元設定」タブの中で復元方式を変更できます。ここでは、復元方式
の違いについて説明します。

　「ネイティブ環境で復元」は従来の復元方式
で、再起動後にWindowsが使用する各種サー
ビスプログラムが起動する直前のタイミングで
復元を行います。復元時は以下の画面が表示さ
れ、BackUp Nextではこの状態を「ネイティ

ネイティブ環境で復元 ブ環境」といいます。
　基本的な制限はなく、どのような環境におい
ても復元を行うことができますが、パーティシ
ョン構成がバックアップ時から変更されている
場合や復元先環境の状態によっては、上書きが
正常に行えずに復元ができないことがあります。

Point
　システムドライブ以外のドライブを復元する場合や、システムドライブを別のディスクに復元する場合
は、「ネイティブ環境で復元」、「回復環境で復元」のどちらが選択されていてもWindows が起動した状
態で復元が行われます。
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　「回復環境で復元」は新しく追加された復
元方式で、再起動前に以下の画面が表示され
Windowsの回復パーティションから起動用イ
メージを作成します。作成が完了すると再起動
し、そのイメージから起動して復元を行います。

　復元時は以下の画面が表示され、BackUp 
Nextではこの状態を「回復環境」といいます。

「回復環境」は別のシステムで起動しているた
め、「ネイティブ環境」のような復元先環境の
影響は受けませんが、ハードウェアを認識させ
るためのデバイスドライバが必要となる場合が
あります。
　なお、回復パーティションが存在しない、ま
たは使用可能な状態にない場合は、「回復環境」
を起動するための起動用イメージが作成できな
いため、「回復環境で復元」方式は選択できま
せん。

回復環境で復元

Point
　「回復環境で復元」は、有効な「回復パーティ
ション」が存在する環境では推奨の復元方式とな
ります。ただし、「回復パーティション」の状態
に依存するため使用できない環境もあります。こ
の場合は、「ネイティブ環境で復元」を行うか、
Windows PE 起動用ディスクを使用して復元を
行ってください。
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簡単復元
　「簡単復元」は、「簡単バックアップ」で行ったバックアップファイルを復元する機能です。
　詳細バックアップで行ったバックアップファイルは復元できません。

　Arkランチャーで「バックアップ・復元」→
「HD革命/BackUp Next」を選択します。

　一覧の中から復元対象（バックアップタスク）
を選択し、「復元開始」ボタンをクリックします。

a復元対象
　「簡単バックアップ」でバックアップしたバ
ックアップタスクの一覧が表示されます。
b検索・参照
　バックアップファイルを検索して追加、また
は直接指定して追加することができます。
c対象ディスク
　復元先のディスクが表示されます。Windows
上で復元を行う場合は、バックアップ元ディス
クが自動的に選択され変更できません。
d詳細復元に移動
　詳細復元のウィザード画面が起動します。

　ツールバーで左から2番目の「簡単復元」ボ
タンをクリックします。

　「簡単復元」の操作画面が起動します。

BackUp Next の起動 復元対象の選択

「簡単復元」の選択

1 3

2

❶クリック

❺クリック

❷クリック

❹復元対象のタスクを選択

❸クリック

a

b

c

d
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　確認メッセージが表示されますので、「はい」
をクリックします。

　「回復環境で復元」で復元を行う場合は以下
の画面が表示されます。

　復元中は次のような画面で進行状況が表示され
ます。選択した復元方式により画面は異なります。

　復元後はコンピューターを再起動します。

　Windows上で復元を行う場合は、もう一度
確認メッセージが表示されますので「OK」を
クリックします。

復元の開始
復元の実行

復元の完了

4
5

6

❻クリック

Point
　「Windows PE 起動用ディスク」で復元する
際に表示されるメッセージは、Windows 上で復
元するのと異なり、「はい」をクリックするとす
ぐに復元が開始します。

❼クリック

　「簡単復元」は、バックアップを行った元の
環境（バックアップ元ディスクの同じパーティ
ション構成）に復元を行う復元方法です。
　バックアップタスクを選択すると、バック
アップ時の環境に合致するディスクが存在する
かを検索し、見つかると対象ディスクとして指
定します。対象ディスクが見つからない場合は、
以下の画面のように対象ディスクの中にメッ
セージが表示され復元を行うことができません。
　パーティションサイズの変更や、パーティ
ションの個数を増減した場合は、「簡単復元」
ではなく「詳細復元」を起動し「パーティショ
ン単位」の復元を行ってください。
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バックアップファイルの検索と参照

　復元したいバックアップタスクが「簡単復元」の操作画面で表示されていない場合は、「検索」
または「参照」ボタンをクリックして追加することができます。

●ファイルを検索して追加
　「簡単復元」操作画面で「検索」をクリックすると下の検索画面が表示されます。
　検索場所を選択し、「検索開始」ボタンをクリックします。
　右側に追加可能なバックアップタスクが表示されますので、復元したいタスク名を選択して「OK」
ボタンをクリックします。

●ファイルを指定して追加
　「簡単復元」操作画面で「参照」をクリックすると下のファイル選択画面が表示されます。
　フォルダーツリーで復元したいバックアップファイルを指定し、「開く」ボタンをクリックします。

❶選択

❷クリック

❷クリック

❹クリック

❸バックアップタスクを選択

❶バックアップファイルを選択
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❻クリック

詳細復元（セクターバックアップ方式で「ディスク単位」）
　「詳細復元」では、復元する対象や復元先を任意に指定して復元を行うことができます。
　ここでは、セクターバックアップ方式でシステムディスクをバックアップしたタスクを選択し、
元のディスクに「ディスク単位」で復元する手順を説明します。

　Arkランチャーで「バックアップ・復元」→
「HD革命/BackUp Next」を選択します。

　「復元対象の選択」タブでは、メイン画面に
登録されているバックアップタスクをリストの
中から選択するか、直接バックアップファイル

（HDBファイル）を選択します。

　選択したバックアップタスクまたはバックア
ップファイルに含まれるドライブが表示されま
す。差分、増分の世代を指定して復元をする場
合は、復元する世代を選択します。

　ツールバーで右から2番目の「詳細復元」ボ
タンをクリックします。

　「詳細復元」の復元ウィザードが起動します。

BackUp Next の起動 復元対象の選択

「詳細復元」の選択

1 3

2

❶クリック

❷クリック

❸クリック

　メイン画面に登録されていないバックアップ
タスクは「バックアップタスクから選択」に表
示されません。「バックアップファイルを直接
選択」でバックアップファイルを指定して復元
を行ってください。

❹タスクまたはファイルを選択

❺世代を指定（差分または増分バック
アップファイルを復元する場合 Next 
3-22 ページ参照）

選択したバックアップタスクに紐付い
たバックアップの世代が表示されます。
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復元する項目の選択

復元先を指定
復元の開始

4

5
6

　「復元する項目の選択」タブでは、復元した
いディスク、またはパーティションを選択しま
す。チェックが入っているものが復元対象とな
ります。
　この例ではシステムディスクを「ディスク単
位」で復元しますので、すべてのチェックボッ
クスにチェックを入れます。

　「データの復元先」タブでは、復元先のディ
スクを指定します。
　この例では、バックアップ元ディスクに「デ
ィスク単位」で復元しますので、「現在のディ
スクの状況」で元のディスクかどうかを確認し、

「開始」ボタンをクリックします。

　確認メッセージが表示されますので、「はい」
をクリックします。

❽クリック

�クリック

❾復元先ディスクを選択

❼ルートのチェックボックスにチェック
が入っているかを確認

Point
　ルートのチェックボックスにチェックを入れる
と、すべてのドライブが選択状態となり「ディス
ク単位」の復元になります。
　チェックが入っていない場合、「ディスク単位」
ではなく「パーティション単位」の復元となり、
次の「データの復元先」タブで画面の表示が異な
ります。

�復元先ディスクの状況を確認

�クリック

　Windows 上で復元を行う場合、復元先とし
て指定したディスクのパーティション構成が
バックアップ時と異なる場合は、「ディスク単
位」での復元はできません。パーティションサ
イズの変更や、パーティションの個数を増減し
た場合は、「パーティション単位」の復元を行っ
てください。
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復元の実行

復元の完了

7

8

復元実行中は進行状況が表示されます。選択し
た復元方式により画面は異なります。

　「回復環境で復元」で復元を行う場合は以下
の画面が表示されます。

　復元後はコンピューターを再起動します。

　復元を実行するとキャンセルはできません。
　復元を中止する場合は、ここで「キャンセル」
してください。

�クリック

　Windows上で復元を行う場合は、もう一度
確認メッセージが表示されますので「OK」を
クリックします。

D ドライブを除いてバックアップ
した場合の復元

　バックアップ時に「バックアップ対象を個別
に選択する」を選択し、Dドライブのチェック
を外してバックアップを行ったとします。

　このバックアップファイルで元のディスクに
「ディスク単位」で復元する場合は、Dドライ
ブは復元対象外となります。
　このとき、Dドライブに存在するファイル、
フォルダーは復元後もそのまま残ります。

D ドライブのチェックを
外してバックアップ

D ドライブは復元対象外
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❻クリック

詳細復元（セクターバックアップ方式で「パーティション単位」）
　「詳細復元」は、復元する対象や復元先を任意に指定して復元を行うことができます。
　ここでは、セクターバックアップ方式でシステムディスクをバックアップしたタスクを選択し、
元のディスクに「パーティション単位」でシステムドライブ（Cドライブ）を復元する手順を説明
します。

　Arkランチャーで「バックアップ・復元」→
「HD革命/BackUp Next」を選択します。

　「復元対象の選択」タブでは、メイン画面に
登録されているバックアップタスクをリストの
中から選択するか、直接バックアップファイル

（HDBファイル）を選択します。

　選択したバックアップタスクまたはバックア
ップファイルに含まれるドライブが表示されま
す。差分、増分の世代を指定して復元をする場
合は、復元する世代を選択します。

　ツールバーで右から2番目の「詳細復元」ボ
タンをクリックします。

　「詳細復元」の復元ウィザードが起動します。

BackUp Next の起動 復元対象の選択

「詳細復元」の選択

1 3

2

❶クリック

❷クリック

❸クリック

❹タスクまたはファイルを選択

❺世代を指定（差分または増分バック
アップファイルを復元する場合 Next 
3-22 ページ参照）

選択したバックアップタスクに紐付い
たバックアップの世代が表示されます。

　メイン画面に登録されていないバックアップ
タスクは「バックアップタスクから選択」に表
示されません。「バックアップファイルを直接
選択」でバックアップファイルを指定して復元
を行ってください。
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例1：システムドライブを復元する

復元する項目の選択

復元先を指定

復元の開始

4

5

6

　「復元する項目の選択」タブでは、復元した
いディスク、またはパーティションを選択しま
す。チェックが入っているものが復元対象とな
ります。
　この例ではシステムドライブを「パーティシ
ョン単位」で復元しますので、Cドライブにチ
ェックを入れます。

（元のディスクにDドライブを復元する例については、次
ページの4〜8を参照）

　「データの復元先」タブでは、復元先のディ
スクと復元先のパーティションを指定します。
　この例では、バックアップ元ディスクのシス
テムドライブに「パーティション単位」で復元
しますので、「現在のディスクの状況」でCド
ライブにチェックを入れ、「開始」ボタンをク
リックします。

　確認メッセージが表示されますので、「はい」
をクリックします。

❽クリック

�クリック

❾復元先ディスクを選択

❼復元するパーティションにチェック
が入っているかを確認

Point
　システムドライブを復元する場合、Windows
の起動に必要なパーティションも同時にチェック
が入ります。

�復元先のパーティションにチェック

　システムドライブ以外（この例では C ドラ
イブ以外）も復元先として選択は可能ですが、
既にシステムドライブが存在するために、復元
先から Windows を起動させるようにはできま
せん。このとき、以下のメッセージが表示され
ます。

�クリック



Next 3 - 12

例2：Dドライブを復元する

復元する項目の選択

復元先を指定

4

5

　「復元する項目の選択」タブでは、復元した
いディスク、またはパーティションを選択しま
す。チェックが入っているものが復元対象とな
ります。
　この例では、Dドライブを「パーティション
単位」で復元しますので、Dドライブにチェッ
クを入れます。

　「データの復元先」タブでは、復元先のディ
スクと復元先のパーティションを指定します。
　この例では、バックアップ元ディスクのD
ドライブに「パーティション単位」で復元しま
すので、「現在のディスクの状況」でD ドライ
ブにチェックを入れます。

（システムドライブを復元する例については、前ページの
4〜8を参照）

❽クリック

❼復元するパーティションにチェック
が入っているかを確認

復元の実行

復元の完了

7

8

復元実行中は進行状況が表示されます。選択し
た復元方式により画面は異なります。

　「回復環境で復元」で復元を行う場合は以下
の画面が表示されます。

　復元後はコンピューターを再起動します。

　復元を実行するとキャンセルはできません。
　復元を中止する場合は、ここで「キャンセル」
してください。

�クリック

　Windows上で復元を行う場合は、もう一度
確認メッセージが表示されますので「OK」を
クリックします。
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　システムドライブ以外（この例ではDドラ
イブ）に復元を行う場合、チェックを入れると

「復元するドライブの位置／サイズの設定」画
面が表示されます。
　バーをマウスで操作するか、数値を入力して
サイズと位置を指定します。
　元のサイズで復元するには、そのまま「OK」
ボタンをクリックします。

　Dドライブが選択された状態となりますので、
「開始」ボタンをクリックします。

�クリック

❾復元先ディスクを選択

�復元先のパーティションにチェック

�サイズと位置を指定

�クリック

　セクターバックアップ方式で差分、増分バッ
クアップを行っている場合は、フルバックアッ
プを指定すると、上記の画面で位置とサイズを
変更できます。差分、増分のバックアップファ
イル指定すると、位置は変更できますがサイズ
を変更することはできません。

�クリック

復元の開始6

　確認メッセージが表示されますので、「はい」
をクリックします。

�クリック

復元の実行7

　この復元手順では、Windowsが起動した状
態で復元が行われます。
　復元が開始すると、メイン画面で復元の「タ
スク」が新規に作成され、ログの「状態」列に
は「復元実行中」と表示されます。
　復元中のタスクとログは、赤色で表示されま
す。
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ルートにチェックが入
っているため「ディス
ク単位」となります。

復元の完了8

　復元が完了するとメッセージが表示されます
ので、「はい」をクリックしてWindowsを再
起動してください。

　復元を行う際に、復元先として指定したドラ
イブをフォーマットするかどうかのダイアログ
が表示されますが、復元後はコンピューターを
再起動しますので、フォーマットは行わずその
ままにしておいてください。

�クリック

　Windows を再起動せずに復元したドライブ
にアクセスすると、ドライブを開けない場合や
上記のフォーマットを行うダイアログが表示さ
れる場合があります。

パーティションが 1 つしかない場合の復元

　バックアップ時に「バックアップ対象を個別に
選択する」を選択し、Dドライブのみバックアッ
プを行ったとします。

　「復元する項目の選択」タブではパーティショ
ンが1つ（Dドライブ）しか選択されていません
が、ディスクのルートにチェックが入っているた
め「ディスク単位」として扱われます。

　元のDドライブの位置に復元を行うため「デ
ータの復元先」タブに移動すると、「復元不可」
と表示され復元ができません。

　このような場合は、Dドライブのみがチェック
された状態にして「パーティション単位」の復元
を行ってください。

D ドライブをクリックすると
ルートのチェックが外れます。

クリック
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別のディスクに復元するときのディスク状況

　Windows上で別のディスクに「ディスク単位」で復元する場合は、ディスクを初期化して
復元が行われます。このとき、復元先ディスクの容量により「データの復元先」タブの表示が変わります。
　以下に、システムディスク（ディスク0）にC、D、Eのドライブがある環境をバックアップしてい
たときを例として説明します。

●復元先ディスクが大きい場合
　復元先ディスクが大きい場合、初期状態ではバ
ックアップ元のディスク構成がそのまま表示され
ます。
　このとき、ディスクの後方は「未割り当て」と
なります。

●復元先ディスクが小さい場合
　復元先ディスク容量が小さい場合は、各パーテ
ィションが自動的に縮小されます。
　復元先ディスクには、バックアップ元ディスク

　Dドライブを除いてバックアップした場合の復
元においては、Dドライブが存在していた位置に

「未割り当て」ができます。

　Dドライブを除いてバックアップした場合はD
ドライブの位置が「未割り当て」とならず、その
他のパーティションが自動的に縮小され、先頭か
ら詰めて配置されます。

D ドライブを除いて、
ディスクに合わせて縮小

ディスクに合わせて縮小

ディスクの後方は「未割り当て」

D ドライブの位置が「未割り当て」

で各パーティションの使用領域合計よりも大きい
容量が必要となり、復元先ディスクに収まらない
と復元はできません。
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　別のディスクに復元する場合は、「復元後のデ
ィスクの状況」のバーで各パーティションをクリ
ックすると「復元するドライブの位置／サイズの
設定」画面が表示され、パーティション構成を調
整できます（差分、増分はサイズ変更不可）。

　復元を開始するとドライブをフォーマット
するかどうかのダイアログが繰り返し表示さ
れますので、フォーマットは行わずにそのま
まにしておいてください。

Point
　「ディスク単位」ではなく、Cドライブを「パーティション単位」で復元する場合は、「回復パーテ
ィション」を先頭に移動することができます。

先頭に移動された
「回復パーティション」

パーティションの並べ替え

　別のディスクへ「ディスク
単位」で復元を行う場合は、画面下の

「並べ替え」ボタンをクリックするこ
とで「回復パーティション」の移動方
法を選択できます。
　「Windows PE 起動用ディスク」
で起動した場合は、元のディスクに復
元する場合も同様の動作となります。

　「並べ替え」ボタンをクリックすると、以下の画面が表示されます。選択した内容により「復元後の
ディスクの状況：」に表示されるディスクの構成が変わります。

❶クリック
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●バックアップ時の構成を維持
　バックアップ時のドライブ構成がそのまま表示さ
れます。パーティションの構成を変更前の状態に戻
す場合は、こちらを選択した状態で「OK」ボタン
をクリックします。

●回復パーティションを前方に移動
　Windowsによって自動的に作成されるマイクロ

ソフトの「回復パーティション」のみ前方に移
動します。「回復パーティション」が複数存在
する場合はすべて前方に移動します。

●ドライブレターなしのパーティションを全て
前方に移動

　マイクロソフトの「回復パーティション」の
ほかに、メーカー独自のリカバリー用パーティ
ションや、Windows以外のOSで作成された
パーティション、ドライブ文字が存在しないパ
ーティションをすべて前方に移動します。

　なお、「パーティション単位」で復元を行う
場合「並べ替え」ボタンは表示されませんが、
復元先ボリュームの選択時に以下のメッセージ
が表示され、マイクロソフトの「回復パーティ
ション」を前方に移動することができます。

　MBR ディスク環境をバックアップした
バックアップファイルは、並べ替えを行うこ
とはできません。

❷移動方法を選択

❸クリック

復元を行ったときのタスクの登録について
　バックアップタスクを複数登録（作成）している場合、復元を行うタスクによっては、復

元後に登録されているバックアップタスクが削除されてしまう場合があります。例えば、下記のような
手順で操作を行うことで発生します。復元後にスケジュールを設定しているタスクが削除されてしまっ
たような場合は、「タスクとログのインポート」機能（復元前にエクスポートしておく必要があります）
を利用するか、「バックアップファイルからタスクを再構成」機能を利用してください。

〈操作手順例〉
①最初にフルバックアップを行ったとします。ここで、「タスクとログ」画面にタスクが１つ登録されます。
②次に、最初のフルバックアップとは別に、新しく増分バックアップを行ったとします。ここで、「ロ

グとタスク」画面には、２つ目のタスクが登録されます。
③復元が必要になったときに、最初のフルバックアップを行ったタスクを選択して復元を行ったとしま

す。
④最初のフルバックアップ時においては、2回目の増分バックアップは行われていないのでタスクは存

在しません。そのため、復元後に「タスクとログ」画面では2つ目のバックアップタスクは存在しな
い（削除された）状態となります。
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❻クリック

詳細復元（ファイルバックアップ方式）
　「詳細復元」は、復元する対象や復元先を任意に指定して復元を行うことができます。
　ここでは、ファイルバックアップ方式でDドライブをバックアップしたタスクを選択し、復元
する手順を説明します。

　Arkランチャーで「バックアップ・復元」→
「HD革命/BackUp Next」を選択します。

　「復元対象の選択」タブでは、メイン画面に
登録されているバックアップタスクをリストの
中から選択するか、直接バックアップファイル

（HDBファイル）を選択します。

　選択したバックアップタスクまたはバックア
ップファイルに含まれるドライブが表示されま
す。差分、増分の世代を指定して復元をする場
合は、復元する世代を選択します。

　ツールバーで右から2番目の「詳細復元」ボ
タンをクリックします。

　「詳細復元」の復元ウィザードが起動します。

BackUp Next の起動 復元対象の選択

「詳細復元」の選択

1 3

2

❶クリック

❷クリック

❸クリック

❹タスクまたはファイルを選択

❺世代を指定（差分または増分バック
アップファイルを復元する場合 Next 
3-22 ページ参照）

選択したバックアップタスクに紐付い
たバックアップの世代が表示されます。

　メイン画面に登録されていないバックアップ
タスクは「バックアップタスクから選択」に表
示されません。「バックアップファイルを直接
選択」でバックアップファイルを指定して復元
を行ってください。
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バックアップ時と同様に項目を選択して
復元することができます（Professional
版のみ）。
設定方法はバックアップ時と同じです。

復元する項目の選択

絞り込み設定

復元先を指定

4

5

6

　「復元する項目の選択」タブでは、復元した
いファイル、フォルダーを選択します。チェッ
クが入っているものが復元対象となります。

　「ファイルバックアップ方式」でバックアッ
プしたファイルを復元する場合、「絞り込み設
定」タブで復元するファイルの中から絞り込み
と除外を行うことができます。
　詳細についてはバックアップ時と同様なので、
Next 2-21、Next 2-24ページを参照してくだ
さい。

　「データの復元先」タブでは、復元先を指定
します。
　バックアップ時と同じパスに復元するか、指
定したフォルダーに復元するかを選択できます。

❽クリック

Point
　復元時にも項目を指定して復元を行うことがで
きます。
　ただし、バックアップファイルに含まれない項
目（ファイル、フォルダー）を指定しても復元は
行われません。

�クリック

�クリック

❼復元するファイル、フォルダーを選択

❾復元対象の中から、絞り込みと
除外を行うファイルを指定

�復元方法を選択

　「指定したフォルダーへ復元する」を選択し
た場合、復元先パスの長さは 260 文字までと
なります。

ここで復元先のパスが
確認できます。

Professional版のみ
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復元の開始

復元の実行

オプションの選択

復元の完了

8

9

7

10

　確認メッセージが表示されますので、「はい」
をクリックします。設定したオプションの内容
で復元が開始します。

　復元が開始すると、メイン画面でバックアッ
プの「タスク」が新規に作成され、ログの「状
態」列には「復元実行中」と表示されます。復
元中のタスクとログは、赤色で表示されます。　「オプションの設定」タブでは、復元に関す

るオプションを設定します。オプションの詳細
については、Next 2-35ページを参照してくだ
さい。
　処理方法を確認し、「開始」ボタンをクリッ
クします。

　復元が完了するとメッセージが表示されます
ので、「OK」をクリックします。

Point
　指定したフォルダーへ復元する場合は、「参照」
ボタンをクリックして「フォルダーの参照」画面
で復元先を指定します。

�クリック

�クリック

�クリック

�オプションを指定

❶復元先を指定

❷クリック
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　バックアップが完了すると、ログの「状態」
列には「完了」と表示されます。

Point
　ログの「状態」列には、復元の動作についての
情報が表示されます。「キャンセル」や「エラー」
と表示されている場合は、復元が正常に完了して
いません。また、復元が完了しても「完了（警告
あり）」や「「完了（情報あり）」と表示されるこ
とがあります。
　このような場合は、ログを右にスクロールして、
「情報」列の表記を確認してください。

復元先に「Windows」または「Program Files」が指定された場合の注意

　「Windows」 と「Program Files」
フォルダーには、Windowsやアプリケーション
を動作するための重要なファイルが保存されてい
ます。
　バックアップ時に「Windows」や「Program 
Files」を含んでバックアップし、「元のパスへ復
元する」を選択して復元を行うと、Windowsや
アプリケーションが正常に動作しなくなる恐れが
あるため、右の注意メッセージが表示されます。
　なお、このような形で復元を行ってもWindowsの修復や環境移行はできませんので、復元は行わな
いようにしてください。
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差分、増分バックアップの復元
　BackUp Nextで差分バックアップまたは増分バックアップしたバックアップファイルを復元す
る場合、復元対象の選択画面でどの世代のファイルを復元するか指定することができます。

　復元する差分バックアップ、または増分バックアップの世代を指定します。指定した世代ファイ
ルにより下のツリーの内容が変わります。

　バックアップ時に「サイクル設定」を設定している場合は、サイクルごとにツリーで表示されます。

世代の指定1

❶復元する世代を指定

サイクルごとにツリー表示されます。

選択した世代の内
容が表示されます。

❷クリック
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　ファイルバックアップ方式でバックアップし
ている場合は、ファイル、フォルダーを選択し
ます。

　以降の操作は、各復元方法のページを参照し
てください。

❹クリック

❸復元する対象を指定

　セクターバックアップ方式でバックアップし
ている場合は、復元したいディスク、またはパ
ーティションを選択します。

　同じバックアップタスクで繰り返しフルバックアップを行っている場合は、フルバックアップと
して表示されます。

復元する項目の選択2

フルバックアップとして表示されます。

❹クリック

❸復元する対象を指定

　差分、増分バックアップファイルを復元する
場合、位置とサイズの設定はできません。
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復元オプションの設定（ファイルバックアップ方式の復元）
　ファイルバックアップ方式でバックアップした場合、ファイルの処理に関するオプションを指定
することができます。
　ここでは、各オプションの動作について説明します。

　復元ウィザードで「オプションの設定」タブをクリックします。

「オプションの設定」を選択

❷各項目を設定後、クリック

A

B

C
❶クリック

　ファイルバックアップ方式でのバックアップでは、復元時に同名のファイルが存在する場合、そ
の処理方法を選択します。

A 復元先に同じファイル名のものが存在した場合の処理方法

◦上書きしない
　同名のファイルが存在した場合は上書きせず、
現在のファイルが保持されます。

◦バックアップファイルの日付が新しい場合に 
　上書きする
　バックアップしたファイルと現在のファイル

の「更新日時」を比較し、バックアップしたフ
ァイルの「更新日時」が新しい場合のみ上書き
されます。

◦常に上書きする
　同名のファイルが存在する場合は、常にバッ
クアップしたファイルで上書きされます。
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　復元を行うファイルが開かれていたり、ほかのアプリケーションでロックされていたりすると、
そのまま復元はできません。ファイルが使用中だった場合の処理方法を選択します。

　復元を行う場合の動作を選択します。

B 復元先のファイルが使用中だった場合の処理方法

C その他

◦スキップする（復元しない）
　使用中のファイルをスキップして復元が続き
ます。スキップしたファイルは、復元後にタス
クのログで確認できます。

◦再起動後に復元する
　使用中のファイルを再起動後に復元します。
このときに右のメッセージが表示されますので、
コンピューターを再起動してください。

◦バックアップに保存されていないファイルは、 
　復元先から削除する
　バックアップしたときのファイル構成で復元

Point
　オプション名および文中ではファイルと表記されていますが、フォルダーにおいてもファイルと同じ処
理が行われます。

復元時のパスワード入力

　バックアップのオプション設定でパスワ
ードを設定した場合は、復元時にパスワードを入力す
る画面が表示されます。
　ここで正しいパスワードを入力することで、復元を
行うことができます。
　なお、パスワードを忘れてしまった場合、復元を行
うことはできません。

Point
　復元先のフォルダーに復元するために一時的に
「_Ark」のフォルダーが作成されますが、このフ
ォルダーは復元後に自動的に削除されます。

が行われます。
　バックアップ時に存在していないファイルは
削除されますので注意が必要です。
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複数のメディアに分かれたバックアップファイルを復元する

　DVDやBDメディアにバックアップする場合、複数枚のメディアに分割されてバックアッ
プファイルが書き込まれることがあります。
　複数枚のメディアにわたったシステムドライブの復元を行う場合は、USBハードディスクなどにフ
ォルダーを作成し、その中にバックアップファイル（HDBファイル）とインデックスファイル（HDX
ファイル）をすべてコピーし、そのハードディスク上のファイルを指定することで、メディアを入れ替
えることなく復元を行うことができます。

　インデックスが正しく読み込まれる
と、バックアップしたドライブ、フォ
ルダー、ファイルが表示されます。
ここで、復元するファイルを選択しま
す。

　なお、復元時には最初に1枚目のメディア
に存在するバックアップファイル（HDBフ
ァイル）を指定します。すると次のようなメ
ッセージが表示されますので、インデックス

（HDXファイル）が存在する最後のメディア
を挿入します。

　復元を開始すると、指定されたファイルが
含まれたメディアの挿入メッセージが表示さ
れます。このとき、Windows上で復元する
時は右の画面のメッセージが表示され、コン
ピューターの再起動後に復元を行う場合は
Next 3-5ページの5の画面でメッセージが
表示されます。

　復元の途中でメディアの入れ替えが発生することがあります。その場合は要求されたメディアをドラ
イブに挿入してください。メディアの入れ替えの際は、要求されたメディアとは違うメディアだと先に
進めませんので、メディアの順番に間違いがないか確認してください。
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スケジュールの再設定

　スケジュールでバックアップを行っているバックアップタスクを選択して復元を行うと、復
元後にスケジュールの再設定が必要となる場合があります。
　スケジュールの再設定は、以下の手順で行うことができます。

1　BackUp Nextのメイン画面でバックアッ
プタスクを選択し、画面右側の「詳細設定」
ボタンをクリックします。

2　「タスクの詳細設定」画面が起動し、スケ
ジュールが無効となっている場合は、「スケ
ジュール設定」に「Windows タスクスケジ
ューラに登録したタスクが見つかりません。」
と表示されています。再設定を行うには、「ス
ケジュールを変更」ボタンをクリックします。

3　「スケジュールの設定」タブのみが表示さ
れたバックアップウィザードが起動します。
スケジュールを設定し「変更」ボタンをクリ
ックします。

4　確認メッセージが表示されますので、「は
い」をクリックします。

5　再設定したスケジュールでバックアップが
行われます。

❶クリック

❷クリック

❸クリック

❹クリック

変更されたスケジュールが
確認できます。
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バックアップファイルの内容確認（バックアップファイルのマウント）
　BackUp Nextでバックアップしたバックアップファイル（HDBファイル）を仮想ドライブと
してマウントし、中のファイル、フォルダーの確認、取り出しを行うことができます。

　Arkランチャーで「バックアップ・復元」→
「HD革命/BackUp Next」を選択します。

BackUp Next の起動1 ❶クリック

❷クリック

❹クリック

　マウントを行いたいバックアップファイルがあるタスクを1つ選択し、「詳細設定」ボタンをク
リックします。

バックアップタスクの選択2

❸クリック
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　「基本情報」タブで、「保存先を開く」ボタンをクリックします。

　HDBファイルをダブルクリック（または右クリック→「開く」を選択）します。

保存先を開く

バックアップファイルのマウント

3

4

❺クリック

❻ダブルクリック
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　バックアップファイルがマウントされ、仮想ドライブが開きます。この仮想ドライブは、
Windowsの「エクスプローラー」と同様に操作ができます。

仮想ドライブの表示5

　　　　　マウントした仮想ドライブに対してファイルの追加や削除はできません。

Point
　フルバックアップしたHDBファイルだけではなく、差分、増分のHDBファイルもマウントできます。
　この場合は、その世代におけるフルバックアップ（基本となるフルバックアップに差分または増分バッ
クアップファイルが足された）状態でマウントされます。



第 4 章

Windows PE 起動用ディスクで

起動してバックアップ・復元

ここでは、Windows PE起動用ディスクでコ
ンピューターを起動し、ドライブのバックアッ
プ、復元を行う方法について説明しています。



Next 4 - 2

Windows PE 起動用ディスクで起動してバックアップ
　あらかじめ作成した「Windows PE起動用ディスク」でコンピューターを起動し、バックアッ
プを行うことができます。一部機能は制限されますが、基本的な操作方法はWindowsにインスト
ールしたBackUp Nextと同様です。

　Windows PE 起動用ディスクからコンピュ
ーターを起動します（Next 1-12ページ参照）。

　Arkランチャーで「バックアップ・復元」→
「HD革命/BackUp Next」を選択します。

　ツールバーで「簡単バックアップ」または「詳
細バックアップ」ボタンをクリックします。

●簡単バックアップ
　Windows上で操作するのと同様に、バック
アップ対象として「システムディスク」または

「システムドライブ」の画像ボタンをクリック
してバックアップを行います。

コンピューターの起動

BackUp Next の起動

バックアップ方法の選択

バックアップ対象の選択

1

2

3

4

❶クリック

❷クリック

❸どちらかを選択

　Windows PE 起動用ディスクで起動して
バックアップを行う場合、タイムスライスバッ
クアップは使用できません。

Windows PE 起動用ディスクで起
動してバックアップを行う場合、ス
ケジュールの設定はできません。
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●詳細バックアップ
　Windows上で操作するのと同様に、「セク
ターバックアップ方式」または「ファイルバッ
クアップ方式」を選択し、バックアップウィザ
ードに沿ってバックアップを行います。

　ファイルバックアップ方式では、「項目から
選択」は使用できません。

　ファイル名やフォルダー名に全角文字（日本
語入力）は使用できません。

「バックアップ対象の選択」タブ

「絞り込み設定」タブ（ファイルバックアップ方式のみ）

「バックアップの保存先」タブ
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「スケジュールの設定」タブ

「オプションの設定」タブ

　Windows PE 起動用ディスクで起動して
バックアップを行う場合、スケジュールの設定
はできません。

　Windows PE 起動用ディスクで起動してバ
ックアップを行う場合、以下のオプションは設
定できません。
・バックアップ方式と一時ファイル（画面に表

示されません）
・バックアップ完了後に実行する動作の「スリ

ープ」と「休止状態」
・ネットワーク帯域

　Windows PE 起動用ディスクで起動してバ
ックアップを行ったタスクは、仮想ディスク上
に作成されるため、コンピューターを再起動す
ると失われます。

　バックアップが開始すると、メイン画面でバ
ックアップの「タスク」が新規に作成され、ロ
グの「状態」列には「バックアップ実行中」と
表示されます。

　バックアップが完了すると、ログの「状態」
列には「完了」と表示されます。

バックアップの実行

バックアップの完了

5

6
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　Windows PE 起動用ディスクで起動して復
元を行う場合は、Windows上でバックアップ
したタスクは登録されていません。
　「検索」または「参照」ボタンをクリックし
てタスクを追加してください。

Windows PE 起動用ディスクで起動して復元
　あらかじめ作成した「Windows PE起動用ディスク」でコンピューターを起動し、復元を行う
ことができます。一部機能は制限されますが、基本的な操作方法はWindowsにインストールした
BackUp Nextと同様です。

　Windows PE 起動用ディスクからコンピュ
ーターを起動します（Next 1-12ページ参照）。

　Arkランチャーで「バックアップ・復元」→
「HD革命/BackUp Next」を選択します。

　ツールバーで「簡単バックアップ」または「詳
細バックアップ」ボタンをクリックします。

●簡単復元
　Windows上で操作するときと同様に一覧の
中から復元対象（バックアップタスク）を選択
します。

コンピューターの起動

BackUp Next の起動

復元方法の選択

復元対象の選択1

2

3

4

❸どちらかを選択

❶クリック

❷クリック
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「簡単復元」を行う場合の対象ディスク

　「簡単復元」は、バックアップを行
った環境（同じディスク、同じパーティション
構成）でなければ復元を行うことができません

（Windows上での「簡単復元」を参照）。
　タスクを選択すると、バックアップ時の環境
に合致するディスクが存在するかを検索し、見
つかると対象ディスクとして指定します。
　このとき、ディスク型番の後ろに「バックア
ップ元のシステム」と表示されています。

　Windows PE 起動用ディスクで起動した場
合、バックアップ時の環境に合致するディスク
が見つからないと、次の復元先候補として空（デ
ィスク全体が未割り当て）のディスクが対象デ
ィスクとして指定されます。
　このとき、ディスク型番の後ろに「空ディス
ク」と表示されています。

　「空ディスク」と表示されているディスクに
復元を行うことができますが、ディスク容量が
異なるディスクに復元を行う場合は、復元先デ
ィスク容量が小さいと各パーティションが自動
的に縮小され、復元先ディスク容量が大きいと、
各パーティションは元のサイズのまま復元され、
後ろが「未割り当て」となります。パーティシ
ョンの位置、サイズ調整はできません。

●詳細復元
　Windows上で操作するときと同様に、復元
ウィザードに沿って復元を行います。以下の画
面は、選択したオプションにより異なる場合が
あります。

　セクターバックアップ方式でバックアップし
たファイルを、詳細復元の「ディスク単位」で
復元する場合は、元のシステムディスクであっ
てもディスクを初期化して復元を行います。
　そのため、D ドライブを除いてバックアッ
プしても（Next 3-9 ページ参照）、D ドライ
ブのデータを残して復元することはできません

（元の D ドライブがあった位置は「未割り当て」
となります）。

「復元対象の選択」タブ
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　「再起動後に復元する」のオプションは選択
できません（オプションが表示されません）。

「復元する項目の選択」タブ

「絞り込みの設定」タブ

「データの復元先」タブ

「オプションの設定」タブ（ファイルバックアップ方式のみ）
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　復元が開始すると、メイン画面で復元の「タ
スク」が新規に作成され、ログの「状態」列に
は「復元実行中」と表示されます。
　復元中のタスクとログは、赤色で表示されま
す。

　復元が完了すると、ログの「状態」列には「完
了」と表示されます。

復元の実行 復元の完了5 6

　Windows PE 起動用ディスクで起動して復
元を行う場合、コンピューターを再起動せずに
復元が開始します。

　Windows PE 起動用ディスクで起動して復
元を行ったタスクは、仮想ディスク上に作成さ
れるため、コンピューターを再起動すると失わ
れます。

元のディスクに復元する場合のパーティション操作

　Windows PE 起動用ディス
クで起動して「詳細復元」を行う場合、
基本的な動作はWindows上で「別のデ
ィスクに復元するときのディスク状況」

（Next 3-15ページ参照）と同じになり
ます。
　元のシステムディスクに対しても、デ
ィスクを初期化してから復元しますので、
位置とサイズの設定を行うことができま
す（差分、増分はサイズ変更不可）。
　「復元後のディスクの状況」のドライ
ブバーで操作するパーティションをクリ
ックすると「復元するドライブの位置／
サイズの設定」画面が表示されますので、
任意の位置とサイズに変更してください。

位置／サイズを変更した
いパーティションをクリ
ックします。

「回復パーティション」の移動方法を選択します。



第 5 章

ツール

ここでは、HD革命/BackUp Nextを便利に
お使いいただくための各種ツールの使い方につ
いて説明しています。
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バックアップファイルの検査
　「バックアップファイルの検査」ツールは、バックアップファイル（拡張子「hdb」）の検査を行
い破損がないかなどを確認することができます。

　Arkランチャーで「便利ツール」→「バック
アップファイルの検査」を選択します。

　「参照」をクリックしバックアップファイル
を選択します。

「バックアップファイルの検査」を選択

バックアップファイルを選択

1

2

❹選択

Point
　差分と増分のバックアップファイルも選択する
ことができます。

❻クリック

❺クリック

❶クリック

❷クリック

❸クリック
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検査の開始 結果の表示

検査の実行

3 5

4

　バックアップファイルの検査を開始します。 　検査の結果が表示されます。
　検査で異常が見つかったファイルは復元がで
きません。

　検査中は進行状況が表示されます。バックア
ップファイルのサイズによっては検査に時間が
かかります。

❼クリック

❽クリック

チェックを入れると詳細情報が表示されますが、
検査の時間が増加します。

❾クリック
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　Arkランチャーで「便利ツール」→「バック
アップファイルからISOファイルを作成」を
選択します。

バックアップファイルから ISO ファイルを作成
　ハードディスクにバックアップを行ったバックアップファイル（拡張子「hdb」のファイル）か
らISOイメージファイルを作成します。

　バックアップタスクまたはバックアップファ
イルを選択します。
　差分、増分バックアップファイルは、その事
典までISOファイルに含めるかを選択できま
す。

　「参照」をクリックし作成するISOファイル
の保存先を選択します。

 「バックアップファイルから
ISOファイルを作成」を選択

タスクまたはファイルを選択

ISOファイルの保存先を選択

1

2

3

❺クリック

Point
　バックアップファイル（HDBファイル）を直
接選択する場合は、「フルバックアップ」したバ
ックアップファイルを選択します。差分や増分の
HDBファイルは選択できません。

❶クリック

❷クリック

❼クリック❻ファイル名を入力

　ISOファイルのファイル名を入力して「保存」
をクリックします。

❸タスクまたはファイルを指定

❹差分、増分のファイル
　の場合は世代を指定
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❽クリック

❾クリック

�クリック

　「開始」をクリックするとISOファイルの作
成が開始します。

　作成が完了するとメッセージが表示されます
ので、「OK」をクリックします。

　「終了」をクリックするとISO作成ツールが
終了します。

　作成中は進行状況が表示されます。バックア
ップファイルのサイズによっては、作成に時間
がかかります。

ISOファイルの作成開始

ISOファイルの作成完了

4

5Point
　作成される ISOファイルのサイズは、バック
アップファイル（HDBファイル）の分割サイズ
（2-20の d）と同じサイズに分割されて（*_001.
ISO、*_002.ISO、……）作成されます。



Next 5 - 6

　Arkランチャーで「便利ツール」→「ISOフ
ァイルの書き込み」を選択します。

ISO ファイルの書き込み
　Next 5-4ページの「バックアップファイルからISOファイルを作成」機能で作成したISOファ
イルをメディアに書き込むことができます。なお、ISOファイルであれば、他のアプリケーション
で作成したファイルにも対応しています。

　「追加」をクリックし、ISOファイルを追加
します。

「ISOファイルの書き込み」を選択

ISOファイルを追加

1

2

❸クリック

❹選択

❶クリック

❷クリック

　書き込み先ドライブが複数存在する場合は、
書き込み前にドライブを指定します。
　ブランクメディアをドライブに挿入して「開
始」をクリックすると、メディアへの書き込み
が開始します。

書き込みの開始3

❻ブランクメディアを挿入したドライブを指定

❼クリック

❺クリック
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Point
　ISOファイルを複数追加することで、連続し
て書き込みを行うことができます。

　メディアへの書き込み中は、進行状況が表示
されます。

　書き込みが完了するとメディアがイジェクト
されます。同じISOファイルをもう一度書き
込む場合は、メディアを交換して「開始」をク
リックします。

　「キャンセル」をクリックするとISOの書き
込みツールが終了します。

メディアへの書き込み

書き込みの完了

4

5

❽終了する場合にクリック

Point
　複数の ISOファイルを書き込む場合、1つの
書き込みが完了するとメディアがイジェクトされ、
次のメディアの待機状態となりますので、新しい
メディアを挿入してください。

　書き込み可能な BD-R/RE メディアは、2 層
（DL）までの対応となります。3 層と 4 層（XL）
には対応していません。
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メディアの消去
　起動CDの作成時にCD-RW、DVD±RW、BD-REメディアを使用することができますが、使
用する前にメディアの消去を行う必要があります（CD-R、DVD±R、BD-Rメディアの場合は消
去の必要はありません）。

Point
RW/REメディアの消去方法
・メディアを完全消去する…メディア全体を完全
　　に消去します。メディア全体を消去するため
　　時間がかかります。
・メディアを高速消去する…メディアのトラック
　　情報を消去することにより高速に消去します。

　消去中は次の画面が表示されます。完全消去
の場合、完了までに時間がかかります。

　消去終了後、次のメッセージが表示されます。
別のメディアを消去するときは「はい」、メデ
ィアの消去を終了するには「いいえ」をクリッ
クします。

　Arkランチャーで「便利ツール」→「メディ
アの消去」を選択します。

　消去するメディアを挿入したドライブを選択し
ます。

　消去方法を選択します。

消去の実行

消去の終了

「メディアの消去」を選択

ドライブを選択

消去方法を選択

4

5

1

2

3

❺選択

❸選択

❻クリック

❼操作を選択

❹クリック

❶クリック

❷クリック
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パーティションツール
　選択したディスク、またはパーティションの削除やフォーマットを行うことができます。また、
MBRディスク環境では、アクティブパーティションを変更することもできます。

　Arkランチャーで「便利ツール」→「パーテ
ィションツール」を選択します。

　「パーティションツール」の操作画面が起動し
ますので、操作するディスクとパーティションを
選択します。

「パ−ティションツール」を選択

ディスクとパーティションの選択

1

2

❸ディスクを選択

❹パーティションを選択

❶クリック

❷クリック

USB ディスクのみ表示

　「パーティションツール」では、起
動時に「USBディスクのみ表示」のオプショ
ンにチェックが入っています。これは、内蔵デ
ィスクとUSBディスクとの識別をしやすくし
て、可能な限り誤ったディスクを削除しないよ
うにすることを目的としています。
　なお、「USBディスクのみ表示」のチェック
を外すと、内蔵ディスクも含めてすべてのディ
スクが表示されるようになります。内蔵ディス
クを操作する場合は、チェックを外してからデ
ィスクを選択してください。
　USBハードディスクまたはUSBメモリーが
接続されていない状態で「USBディスクのみ
表示」のチェックが入っている場合は、ディス
クが空欄となり選択ができません。USBディ
スクを削除する場合は、接続してから「パーテ
ィションツール」を起動してください。

チェックが外れた状態

内蔵のディスクに対
して操作ができます。
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●ディスク全体の削除
　ディスク全体の削除を行う場合は、選択されて
いるディスクを確認し「ディスク全体の削除」ボ
タンをクリックします。
　「ディスク全体の削除」では、選択されている
パーティションの有無にかかわらず、すべてのパ
ーティションが削除されます。
　Windows上で操作を行う場合は、起動中のシ
ステムドライブを削除対象として選択することは
できません。

●アクティブとしてマーク（MBRディスクのみ）
　MBRディスク環境でアクティブパーティショ
ンを変更する場合は、「アクティブとしてマーク

（MBRディスクのみ）」ボタンをクリックします。
　アスタリスク（＊）マークがついているのが、
アクティブパーティションとなります。

●パーティションの削除とフォーマット
　パーティションの削除とフォーマットを行う場
合は、チェックボックスにチェックを入れてから

「パーティションの削除」または「フォーマット」
ボタンをクリックします。

ここで選択されているディスク
が対象となります。

ここで選択されている
パーティションが対象
となります。

　ディスク全体の削除行うと、コンピューター
を初期状態に戻す回復ドライブ（リカバリー
データ）も削除されてしまいます。
　OS の再インストールを行う場合は、削除す
る前に「回復ドライブ」や「リカバリーディス
ク」を作成しておいてください。

　「マイクロソフト予約パーティション」は、
GPT ディスクの環境でパーティションを作成
すると自動的に作成されるパーティションです。
　また、システムドライブの場合は、このほか
に「EFI システムパーティション」と「回復パー
ティション」が作成されますが、Windows 上
で操作を行う場合は、「パーティションツール」
では対象として選択できません。

　アクティブパーティションは OS の起動用
として指定されたパーティションですが、イン
ストール時に自動的に設定されています。その
ため、問題がない限りアクティブパーティショ
ンを変更する必要はありません。
　例えば、上記画像において「システムで予約
済み」から「C ドライブ」にアクティブパーティ
ションを変更すると、次回の Windows 起動時
に「An operating system wasn’t found」
というようなメッセージが表示され Windows
を起動できなくなります。

ここで選択されているパーティションを
アクティブパーティションとします。
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　対象を選択して各操作ボタンをクリックします。

　もう一度確認メッセージが表示されますので、
実行する場合は「はい」をクリックします。
　操作の実行中はコマンドプロンプトの画面が開
き、選択した操作が実行されます。

　操作が完了すると次のメッセージが表示されま
すので、「OK」をクリックします。

　操作画面に戻りますので、「終了」ボタンをク
リックします。

　上で操作は終了となります。「OK」をクリック
してコンピューターを再起動してください。

　操作が始まる前に確認ダイアログが表示されま
す。
　選択した操作によりメッセージが異なりますの
で、確認してから操作を実行するようにしてくだ
さい。

操作の確認

操作の開始

操作の完了

コンピューターの再起動

3

4

5

6

❺操作を選択

❼クリック

❻チェックを入れる

Point
　チェックを入れないと「選択した操作を実行す
る」のボタンは押せません。

　これ以降は、操作をキャンセルできません。
操作を止める場合は、ここで「いいえ」をクリッ
クして「パーティションツール」を終了してく
ださい。

❽クリック

❾クリック

�クリック

�クリック
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Point

　Arkランチャーで「便利ツール」→「ドライ
ブ情報の取得」を選択します。

ドライブ情報の取得
　コンピューターに接続してあるディスクの情報を取得し、表示することができます。

❶クリック

❷クリック

「ドライブ情報の取得」を選択 ドライブ情報の取得1 2

❸情報を表示させたいディスクを選択

❹ ドライブ情報をテキストファイル
として書き出すときにクリック

　「ツール」メニューを開き、Windows の起動
に関わる情報（GUID、MBR）を操作すること
ができますが、Windows の状態に問題がないと
きは使用しないでください。
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Point

　Arkランチャーで「便利ツール」→「コンピ
ューター情報の取得」を選択します。

コンピューター情報の取得
　コンピューターに関する情報を取得し、表示することができます。
　この機能は、Windows PE起動用ディスクで起動したArkランチャーには表示されません。

❸各タブをクリックして各情報を表示

「コンピューター情報の取得」を選択 コンピューター情報の取得1 2

　「スタートメニュー」タブでチェックしたメニ
ューをWindowsのデスクトップに作成すること
ができます。「ツール」タブで「ディスクの管理」「タ
スクスケジューラ」ほかのWindowsの機能を呼
び出すことができます。

❶クリック

❷クリック
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「コンピューターの情報」タブ

「アプリケーション」タブ

「サービス／ドライバ」タブ

「スタートメニュー」タブ

「ツール」タブ

「革命シリーズ」タブ
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●革命シリーズ製品を初めて登録する場合
　革命シリーズ製品を初めてユーザー登録する
場合は、「更新確認ツール」で入力したメール
アドレスがそのまま新規のユーザー IDとして
登録されますので、間違いがないように確認い
ただき入力してください。なお、「更新確認ツ
ール」によるユーザー登録は「仮登録」の状態
となり、メールアドレス、パスワード、シリア
ル番号のみが登録されます。
　「仮登録」の状態は、アップデータのダウン
ロードは可能ですが、サポートへの問い合わせ
やオンラインショップでの優待販売などのサー
ビスがご利用いただけません。

●すでに革命シリーズ製品の登録を行っている
場合

　すでにユーザー登録されている場合は、登録
されているメールアドレスとパスワードを入力
することで製品の追加登録を行います。
　ユーザー登録されているメールアドレスと異
なるメールアドレスを入力した場合は、別のユ
ーザー IDとして登録されます。この場合、前
述の「革命シリーズ製品を初めて登録する場合」
と同様となります。

アップデータの確認
　インターネットに接続できる環境にある場合、製品によっては起動時に「更新確認ツール」が起
動することがあります。この場合、製品の最新アップデータが公開されていますので、「更新確認
ツール」からアップデータのダウンロードとインストールを行うことができます。アップデータの
ダウンロードを行うには、製品の登録が必要です。

　「更新確認ツール」で登録を行うと、入力し
たメールアドレス宛に「自動更新の手続き完了
のお知らせ」という件名でメールが送信されま
す。このメールが届いていない場合は、入力し
たメールアドレスが間違っている可能性があり
ます。
　「本登録」には、「更新確認ツール」で入力し
たメールアドレスとパスワードの入力が必要と
なりますので、メールアドレスの間違いにより

「本登録」が行えない場合は、シリアル番号を
ご用意いただき、ユーザーサポートまでご連絡
ください。

　アップデータのダウンロードや優待販売は、
登録したシリアル番号とメールアドレス、パス
ワードが一致しないとご利用いただくことがで
きません。問題がなければ、「更新確認ツール」
の画面ですでにユーザー登録しているメールア
ドレスとパスワードを入力し、同じユーザー
ID への製品追加登録という形にしてください。

　Web サイト（https://www.ark-kakumei.
jp/selectregist）にて残りの項目を入力して

「本登録」を行ってください。「本登録」を行う
場合は、「「革命シリーズ」のユーザー登録がお
済みの方」で「製品追加登録」をクリックし、「仮
登録」で入力したメールアドレス、パスワード
を入力してください。

製品の登録と「更新確認ツール」について

https://www.ark-kakumei.jp/selectregist
https://www.ark-kakumei.jp/selectregist
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　「更新確認ツール」でメールアドレスとパス
ワードを入力します。

　画面が変わりますので、「更新」をクリック
します。

　アップデートファイルが自動的にダウンロー
ドされ、アップデータのインストールが開始さ
れます。

　登録が終了するとメッセージが表示されます
ので、「OK」をクリックします。

更新確認ツール

更新処理

ダウンロードとインストール

更新処理への移動

1

3

4

2 Point
　「更新確認ツール」は、Ark ランチャーの「サ
ポート情報」→「アップデータの確認」から起動
することができます。

　なお、アップデー
タが存在しない場合
は、「更新確認データ
がありませんでした」
と表示され、「OK」
をクリックすると「更新確認ツール」が終了します。

「更新確認ツール」による登録と確認の流れ

❷入力後にクリック

❸クリック

❹クリック

❶メールアドレスと
   パスワードを入力
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ネットワークドライブの割り当てと IP アドレスの設定
　作成したWindows PE起動用ディスクから起動し、ネットワークドライブを使用するバックア
ップ・復元を行う場合は「ネットワークドライブの割り当て」が必要です。Windows上での「ネ
ットワークドライブの割り当て」と異なり、バックアップ・復元の実行前に毎回行う必要があります。
　また、DHCPサーバーがないようなネットワークの場合、「ネットワークの詳細設定」によって
固定IPアドレスを設定することができます。

　Arkランチャーで「便利ツール」→「ネット
ワークドライブの割り当て」を選択します。

共有フォルダーを選択

「ネットワークドライブの割り当て」を選択

3

2

　共有フォルダー名に直接ネットワークパスを
入力するか、「参照」をクリックして共有フォ
ルダーを指定します。

ネットワークドライブにログオン
パスワードが必要な場合は、ユー
ザー名とパスワードを入力します。

共有するフォルダー
をツリーの中から選
択し、「OK」をクリ
ックします。

❷クリック

❸クリック❶クリック

IP アドレスの設定

　DHCPサーバーが存在しないネッ
トワーク環境で固定IPアド
レスを割り当てる必要がある
場合、Arkランチャーで「便
利ツール」→「IPアドレス
の設定」を選択し、任意の
IPアドレスを割り当てるこ
とができます。
　「IPアドレスの設定」画面
で、ネットワーク環境に応じ
たIPアドレスを入力します。

共有フォルダー名はIP
アドレスで入力します。

「ipconfig」コマンドを実
行した結果が表示されます。

ネットワークデバイス
が複数接続されている
ようなとき、「２」で
は正しく設定できない
場合があります。そ
の場合は、３，４，５…、
と変更してみてくださ
い。

❶入力

❷クリック

（Windows PE 起動用ディスクから起動した場合）

　Windows PE 起動用ディスクからコンピュ
ーターを起動します（Next 1-12ページ参照）。

コンピューターの起動1



ここでは、BackUp Nextをご利用いただく際
に参考となるWindowsの操作について説明し
ています。

第 6 章

参考資料
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ネットワークドライブの割り当て
　以下に示す操作により、「ネットワークドライブの割り当て」を行うことができます。ここでは、
ネットワークハードディスクに作成した共有フォルダー「databackup」に対してネットワーク
の割り当てを行っています。

　コンピューター（PC）を開き、画面上部に
ある「ネットワーク ドライブの割り当て」をク
リックします。

　「完了」をクリックするとネットワークのド
ライブの割り当てが実行されます。

「ネットワークドライブの割り当て」を選択 ネットワークドライブの割り当て

共有フォルダーの指定

1 3

2

　「コンピューター」を開くと「ネットワーク
の場所」にドライブが表示されます。

　「参照」をクリックし、割り当てを行うフォ
ルダーを選択します。

❶クリック

❷クリック

❺クリック

❹クリック

❸共有フォルダーを選択

ネットワークドライブの共有フォルダー 「databackup」
に Zドライブが割り当てられています。

指定した共有フォルダー

使用するドライブ文字を指定できます。
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ディスクの初期化とパーティションの作成

ディスクの初期化

パーティションの作成

1

2

　初期化したいハードディスクを接続し、「ディ
スクの管理」を起動します。　

　初期化に続いて、「ディスクの管理」からパ
ーティションを作成することができます。

❺ディスクを選択

❻「OK」をクリックすると、初期化が開始

❶「未割り当て」を右クリック

❷「新しいシンプルボリューム」をクリック

❶「スタート」ボタン
にマウスポインタを
移動し、マウスを右
クリック（左ではあ
りません）

❹表示されたメニューで「ディ
スクの初期化」をクリック

❸「初期化されていません」の表示部を右クリック

❷「ディスクの管理」
をクリック
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作成されたパーティション

❹ドライブ文字を選択

❺選択
❻通常は「NTFS」「既定値」のまま

にして、ボリュームラベルを入力

❼クリックするとパーティション作成開始

❽「完了」をクリックして
　パーティション作成終了

　「新しいシンプル ボリューム ウィザード」
が起動します。

❸必要に応じてサイズを指定

Point
サイズが32GB以上のときは「FAT32」は選択
できません。
「クイックフォーマットする」にチェックを入れ
ると、フォーマット時間を短縮できます。

　「フォーマット中」と表示されている間は、
パーティション操作はせずに、終了するまでお
待ちください。
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フォーマットが完了するまでUSBメモリーを
取り外さないようにしてください。

　コンピュータ（マイ コンピュータ）でUSB
メモリーのドライブを右クリックします。

　フォーマット開始前に確認メッセージが表示
されます。

　オプションを指定して「開始」をクリックし
ます。

　フォーマット中は進行状況が表示されます。

　「OK」をクリックして、フォーマットが完
了です。

　USBメモリーをフォーマットするには、以下の操作を行います。

フォーマット時間を短縮できます。

フ
ァ
イ
ル
シ
ス
テ
ム
を
指
定
し
ま
す
。

ボ
リ
ュ
ー
ム
ラ
ベ
ル
を
指
定
し
ま
す
。

❸クリック

USB メモリーのフォーマット

USBメモリーの選択 USBメモリーのフォーマット

オプションの選択

1 3

2

❺クリック

❷「フォーマット」をクリック

❶ USB メモリーのドライブを右クリック

❹フォーマットしてよいかを確認し、クリック
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　コンピュータ（マイ コンピュータ）でUSB
メモリーのドライブを右クリックします。

　「回復ドライブの作成」を選択してアプリを
起動します。

●Windows 10の場合
　タスクバーの検索ボックスに「回復ドライブ」
と入力し、　検索結果から「回復ドライブの作
成」またはアプリの「回復ドライブ」を選択し
ます。

●Windows 11の場合
　「スタート」ボタンをクリックして検索ボッ
クスに「回復ドライブ」と入力し、検索結果か
ら「回復ドライブの作成」またはアプリの「回
復ドライブ」を選択します。

　「回復ドライブの作成」画面が起動しますの
で、「次へ」をクリックします。

　USBメモリーにコンピューターを初期状態に戻すための「回復ドライブ」を作成する手順を示
します。USBメモリーは、環境により異なりますが8GB〜32GBの容量が必要です。

回復ドライブの作成

USBメモリーの接続

回復ドライブの作成

「回復ドライブの作成」を選択

1

3

2

❶「回復ドライブ」と入力

❷検索結果を選択

❸クリック　メーカー製のコンピューターでは、インスト
ールされているメーカー製アプリの中で作成す
るようになっていることがあります。

起動時にチェックが入っています。
このチェックは外さないでください。

❶「回復ドライブ」と入力

❷検索結果を選択
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　画面内に「回復パーティションを削除します」
と表示されている場合、クリックするとハード
ディスク内の「回復パーティション」が削除さ
れてしまいます。Windows上でパソコンを初
期化することができなくなりますので、必要が
ない限り選択しないようにしてください。

　しばらくの間、「お待ちください」と表示さ
れます。コンピューターによっては時間がかか
ることがあります。

　USBメモリーを接続したドライブを選択し
て「次へ」をクリックします。USBメモリー
以外のUSBデバイスは接続を外しておくこと
をおすすめします。

　作成が終了すると「回復ドライブの準備がで
きました」の画面に変わります。
　「完了」をクリックします。 

　USBメモリー内のデータが削除されますの
で、必要なデータが残っていないか確認してく
ださい。「作成」をクリックすると、実際に作
成が開始されます。

　作成中は進行状況が表示されます。

　ここで作成した「回復ドライブ」のUSBメ
モリーは、作成したコンピューター専用となり、
他のコンピューターで使用することはできませ
ん。別のコンピューターで作成する場合は、も
う１つUSBメモリーを用意して同様の手順を
行ってください。
　「回復ドライブ」を使用したコンピューター
の初期化方法は、お使いのコンピューターのマ
ニュアルやメーカーのWebサイトにてご確認
ください。

❺クリック

❻クリック

❼クリック❹ USB メモリーのドライブを選択
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